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△開  会 

○委員長（帯田裕達）ただいまから、総務文教

委員会を開会いたします。 

 本委員会は、本日から２日間にわたり審査を行

いますが、お手元に配付の審査日程により審査を

進めることとし、本日の審査はおおむね財産活用

推進課まで進めたいと思います。 

ついては、そのように審査を進めることで御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように審査を進めます。 

 ここで、本日からの審査に当たって、留意事項

を申し上げます。 

 まず、審査は決算認定議案のみを行い、所管事

務調査は行いませんので、質疑をされる場合は決

算に関連したものとなるよう御留意ください。 

 また、各課の審査の冒頭に部長等から決算の概

要として主要施策の成果の概要説明を受けた後、

課長等から決算内容の説明を受けることとしてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可します。 

────────────── 

△議案第１１７号 決算の認定について

（平成２８年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（帯田裕達）それでは、議案第

１１７号決算の認定について（平成２８年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）を議題とします。 

────────────── 

△消防総務課の審査 

○委員長（帯田裕達）まず、消防総務課の審査

に入ります。 

初めに、決算の概要について、局長の説明を求

めます。 

○消防局長（新盛和久）私からは、消防局全体

の主要施策の成果について、概要等を御説明申し

上げますので、決算附属書の１５３ページをお開

きください。 

 初めに、予算の執行状況でございますが、平成

２８年度の消防局所管の予算現額は１６億

２,４４４万５,０００円で、決算額は１６億

１,６６０万９,５２２円で、執行率は９９.５１％

でございます。 

 主要施策のうち、１の常備消防体制の強化につ

きましては、火災予防、消防及び救急救助体制の

充実強化を図るため、車両等の資機材の更新整備

を行うほか、職員の資質向上のための各種研修へ

の派遣や防災研修センターの利用促進により、防

災意識の啓発を図ったところでございます。重要

施策として、ぽつ印で３項目を実施しております。 

 次に、中ほどの右側の小さな表になりますが、

火災・救急・救助発生件数であります。 

 火災は４５件で前年より９件の増加、救急は

４,３５１件で１７８件の増加、救助件数は４４件

で７件の減少でございました。なお、救急件数は

過去最高の件数でございます。 

 次の表の消防職員の派遣研修人数でございます

が、消防大学校の危険物科及び消防団活性化推進

コースに派遣し、また、消防学校には初任科など、

各専門教育に２４名を派遣いたしました。その他

研修では救急救命士の養成に１名、指導救命士養

成研修、予防実務研修等に３５名を派遣し、職員

の資質向上を図ったところでございます。 

 その下の表でございますが、防災研修センター

来館者でございます。 

 平成２８年度は６,０３０人の方が来館され、

３月末までの累計は１万９,３５８人でございます。

平成２８年度は平成２７年度に比べまして

１,１７８人減少しており、来館者をふやすことが

大きな課題というふうに認識をしております。平

成２８年度は新規事業といたしまして、親子クリ

スマス防災教室等を実施いたしましたが、今後も

防災研修センターの来館者をふやす方策を講じて

いきたいというふうに考えております。 

 ２の非常備消防体制の強化でございますが、消

防団の災害現場等における安全管理体制の強化や

活動環境の改善に向けた各施設、資機材の更新整

備を行うほか、団員の資質向上のための各種研修

への派遣や地域住民と一体となった防災環境づく

りを目指しました。主な事業はぽつ印で８項目記

載しておりますのでごらんください。 

 また、右下の小さな表でございますが、消防団

員の派遣研修につきましては、消防大学校の団長

科に１名派遣し、県消防学校には１５名派遣して

おります。また、本市独自の研修といたしまして、

消防団員研修等実施しております。 
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 私からは以上でございますが、この後、消防総

務課長から資料に基づき説明させますので、よろ

しくお願いします。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○消防総務課長（鶴屋豊文）平成２８年度薩摩

川内市各会計歳入歳出決算書を御準備ください。 

 まず、歳出について、御説明申し上げます。 

 １７３ページをお開きください。 

 下段になりますが、９款１項消防費、１目常備

消防費は、支出済み額が１２億９ ,５２８万

４,０９０円でございます。右側備考欄になります

が、常備消防一般管理費の事項は主に職員

１５１人分の給与費等のほか、消防局全般にわた

る事務管理及び庁舎等の維持管理に要する経費な

どでございます。 

 続いて、常備消防車両管理費の事項では、常備

消防車両５５台の主に車検整備３０台及び法定点

検６３件、大型高所放水車オーバーホール１件の

修繕料、特殊車両２台分の保守点検整備業務委託

等でございます。 

 なお、不用額について申し上げます。 

 １７３ページになりますが、３節職員手当等の

１５２万９,３３２円で、主に災害出動等に伴う時

間外手当等の執行残でございます。 

 続きまして、１７５ページをお開きください。 

 ２目非常備消防費は、支出済み額は１億

９,１８５万８,４０５円でございます。右側備考

欄になりますが、非常備消防一般管理費の事項で、

主に消防団員１,２６４人分の団員報酬、費用弁償

等のほか、１９節負担金補助金及び交付金で、消

防団員の退職報償金掛金負担金などでございます。 

 また、備考欄の中ほどの賠償金についてですが、

消防団員が出初め式当日、公用車で市中パレード

の参集場所を通り過ぎ、平佐町の隣接する駐車場

内でＵターンした際に、浄化槽に乗り上げ、浄化

槽のふた等を破壊したことによる賠償金の支払い

でございます。これについては、市有物件から全

額補填をされております。 

 続きまして、非常備消防車両管理費の事項では、

主に消防団関係の車両９６台にかかわる燃料費及

び車検４６台、法定点検４４件など、修繕料並び

に自動車損害保険料などでございます。 

 なお、不用額について申し上げます。 

 １７５ページになりますが、９節旅費３５０万

３,９８０円で、主に災害出動増に伴う消防団員の

費用弁償の執行残でございます。 

 続いて、３目常備消防施設費では、支出済み額

は３,２２７万４,１５１円でございます。右側備

考欄になりますが、常備消防車両等購入費の事項

では、合併特例事業債を活用し、中央消防署に配

備の災害対応特殊救急自動車の更新整備や上甑分

駐所連絡車の合計車両２台について更新整備した

ものでございます。 

 続いて、４目非常備消防施設費では、支出済み

額は９,７１９万２,８７６円でございます。右側

備考欄になりますが、非常備消防施設への事項で

は、主なものは里分団車庫詰所の新築工事に伴う

設計業務委託料や耐震性貯水槽２基の新設工事な

どでございます。 

 なお、里分団車庫詰所については、本年度特定

離島ふるさとおこし推進事業を活用して、建築工

事を進めているところでございます。 

 続きまして、非常備消防車両等購入費の事項で

は、石油貯蔵施設立地対策等交付金、特定離島ふ

るさとおこし推進事業補助金等を活用し、消防団

車両の消防ポンプ車１台、小型動力ポンプ普通積

載車４台、小型動力ポンプミニ積載車４台及び小

型動力ポンプ８台を更新整備したところでござい

ます。 

 なお、以上説明しました歳出執行に当たり、

５０万円以上の予算流用で対応しました状況につ

いて説明をいたしますので、別冊の議会資料、

５０万円以上の節間流用一覧を御準備ください。 

 消防局所管分は７ページでございます。 

 ７ページの６５番から６７番までの３件でござ

います。 

 ６５番は、南部分署及び西部消防署の事務室空

調機が故障したことにより、常備消防一般管理費

の９節旅費から同事項１１節需用費修繕料に

７０万円予算流用し、予算執行したものです。 

 次に、６６番は救助工作車積載のマット型エア

ジャッキが破損したことにより早急に購入する必

要があるため、常備消防車両管理費の１１節需用

費燃料費から同事項１８節備品購入費に７７万

６,０００円予算流用し、予算を執行したものでご

ざいます。 

 続いて、６７番は、川内第一ライオンズクラブ

から寄贈を受けた車両を女性分団の緊急車両とし

て艤装する必要があるため、非常備消防車両管理
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費の１１節需用費燃料費から同事項１３節委託料

に７０万円予算流用し、予算執行したものでござ

います。 

 以上が５０万円以上の節間流用の状況でござい

ます。 

 続きまして、歳入について申し上げますので、

決算書の２５ページをお開きください。よろしい

でしょうか。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、８目

１節消防使用料では、消防局所管分は２７ページ

の上段部分になります。右側備考欄になりますが、

行政財産使用料で調定額及び収入済み額は６万

１,２７０円でございます。内容としましては、各

消防施設の敷地にあります九電柱及びＮＴＴ柱に

よる使用料でございます。平成２７年度と比較し

て５,３００円の増でございます。 

 続きまして、２９ページをお開きください。 

 ２項手数料、８目１節消防手数料でございます

が、右側備考欄の下段になりますが、屋外タンク

貯蔵所などの危険物施設関係の設置及び変更許可

申請等に伴う手数料等で、調定額及び収入済み額

は１３８万１,７６０円でございます。平成２７年

度と比較して、危険物手数料が２７件減になり、

１５３万１,１９０円の減となっております。 

 続きまして、３７ページでございます。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、７目１節

消防費補助金は調定額及び収入済み額は１４万円

でございます。これは右側備考欄になりますが、

住宅・建築物安全ストック形成事業補助金で、内

容は、大小路車庫詰所の建物の耐震診断にかかわ

る国土交通省の補助金でございます。補助率は補

助基準額の３分の１でございます。 

 続きまして、４７ページになります。 

 １６款県支出金、２項県補助金、７目１節消防

費補助金は、右側備考欄になりますが、特定離島

ふるさとおこし推進事業補助金及び石油貯蔵施設

立地対策等交付金で、調定額及び収入済み額は合

計２,７５３万８,０００円でございます。内容と

しましては、特定離島ふるさとおこし推進事業で

は、甑地域に配備しております小型動力ポンプ普

通積載車１台、小型動力ポンプミニ積載車３台、

小型動力ポンプ３台を購入したものです。補助額

は１,７６９万４,０００円で補助率は事業費の

１０分の８でございます。 

 続いて、石油貯蔵施設立地対策等交付金事業で

は、小型動力ポンプ普通積載車３台、小型動力ポ

ンプミニ積載車１台、小型動力ポンプ５台を購入

したもので、交付金は９８４万４,０００円でござ

います。これは定額交付金となっております。 

 ５１ページをお開きください。 

 ３項県委託金、８目１節消防費委託金は、右側

備考欄になりますが、権限移譲事務委託金で、花

火打ち上げに伴う煙火消費許可申請の火薬類取締

法に関する事務に対する委託金で、平成２８年度

中の煙火消費許可申請、花火打ち上げ関係になり

ますが、１５件にかかわる事務委託金で、調定額

及び収入済み額は１６万８,０００円でございます。

平成２７年度は１５件で１６万７,０００円でした。

１,０００円の増額となっております。 

 同じく５１ページになりますが、１７款財産収

入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節

土地建物貸付収入で、消防局所管分は５３ページ

右側備考欄、中段の少し下になります。貸家料と

して自動販売機設置５カ所分１６６万８,２９８円

でございます。 

 続きまして、５５ページになります。 

 ２項財産売払収入、２目１節物品売払収入で、

消防局所管分は５７ページの右側備考欄になりま

すが、小型動力ポンプ１台のほか、部品等売却収

入で２万４５２円でございます。 

 続きまして、６３ページでございます。 

 ２１款諸収入、５項４目１節雑入で、消防所管

分は、７３ページの右側備考欄中段部分になりま

す。消防救急無線デジタル化財政支援市町村交付

金から消防施設移転補償金までの１０項目で、調

定 額 及 び 収 入 済 み 額 は １ 億 ３ , ０ １ ３ 万

６,４１０円でございます。主なものは、消防救急

無線デジタル化財政支援市町村交付金、熊本地震

での緊急消防援助隊出動に伴う消防広域応援交付

金、甑地域の待機宿舎７世帯分の実費徴収金、宮

里町防火水槽移転に伴う消防施設移転補償金等で

ございます。 

 次 に 、 財 産 に 関 す る 調 書 に な り ま す 。

３７３ページをお開きください。 

 １、公有財産、（１）土地及び建物の行政財産

区分の上から３行目、消防施設がございますが、

土地について申し上げます。 

 増の部は南部分署裏の水道倉庫を消防局南部資

機材倉庫に、また、防火水槽１基の所管がえに伴

う増でございます。また、減はございません。 
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 続いて、建物について申し上げます。 

 木造の減につきましては１.３４平米、固定資産

台帳との差異の修正によるものでございます。ま

た、非木造の増につきましては、川内中央北分団

大小路部車庫詰所１階部分、それと、消防局南部

資機材倉庫の所管がえに伴う増でございます。ま

た、非木造の減については、下甑南分団片野浦部

車庫詰所の所管がえに伴う減でございます。 

 ２番目の普通財産については、普通財産区分の

上から２行目、建物の増でございますが、非木造

で川内中央北分団大小路部車庫詰所の２階部分の

所管がえに伴う増でございます。 

 続きまして、３７８ページをお開きください。 

 ２の重要物品現在高調べについて御説明申し上

げます。 

 左側の区分、上から４行目の防災緊急用具類

８増及び３減は消防局所管分で小型動力ポンプで

ございます。 

 続いて、７行目の車両類、３１増のうち消防所

管分は新規購入車両１１台、寄贈車両１台の合計

１２台でございます。また、２２台減のうち消防

所管分は車両１台です。 

 続いて、右側区分の５行目、衛生医療機器類

７増のうち消防局所管分は１機器で、中央消防署

の災害対応特殊救急自動車に積載した高度救命処

置資機材一式でございます。 

 重要物品の増減は以上でございます。 

 以上で、決算書及び決算審査資料等の説明を終

わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（橋口 芳）常備消防の資料なんですけ

ど、常備消防は１１９番通報があってから出動す

る、その出動したとき手当がつくんですか。 

○消防総務課長（鶴屋豊文）ただいまの出動手

当についてですが、１１９番通報を受けて、車両

が出たことにより手当がつくようになっておりま

す。 

○委員（橋口 芳）この前伺ったとき、消防団

員の方は現場に行って、活動して初めて手当がつ

くというようになっていたんですが、それはやっ

ぱり消防団員の方も一緒に考えるべきじゃないか

と思うんですけど、実際仕事をされておって、仕

事をやめて現場に出動されるわけですから、だか

ら、出動されたら手当を出すというのが常備消防

と一緒にしていったほうがいいんじゃないかとい

うふうに考えるんですが、どうでしょうか。 

○次長兼警防課長（福山忠雄）橋口委員のほう

からこの前も消防団の関係の費用弁償について御

質疑がありました。今、消防総務課長が申し上げ

ました、常備と非常備と違うのではないかという

御意見でございますけれども、消防団の費用弁償

について、支給については、協議の中で火災等の

出動の場合は、現場において活動がなかった場合

は支給しないということで協議をしております。

今、申し上げましたように、常備と非常備は差が

あるかということをどう考えるかということでご

ざいますけれども、今後また検討させていただき

たいと考えております。 

○委員（橋口 芳）よろしくお願いします。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

○委員（徳永武次）先ほど局長も言われました

けど、若干防災センターの来館者数が減っている。

これは非常にいろんな災害が今起こっているんで

すけど、どうなんですか。今の防災センターへ

２回、３回来られる来館者というのは恐らく少な

いと思うんです。新規はなかなかすぐというのも

今難しい状態じゃなかろうかと思うんです。だか

ら、やっぱり魅力ある防災の研修が受けられるよ

うな、何かそういうことは考えていらっしゃらな

いんですか。 

○消防局長（新盛和久）防災センターの来館者

についてのお尋ねでございますが、この問題はほ

かの防災センターを持っている消防本部も同じよ

うな悩みを抱えておりまして、最初はできた当初

は珍しいので皆さん来られるんですが、だんだん

少なくなるというのはどの施設も一緒なんだろう

というふうに思います。したがいまして、来館者

をふやすというのは非常に重要な課題であるとい

うことから、例えば、広島水害の写真展とか、御

嶽山の写真展とか、あるいは、針原の写真展とか、

あるいは、先ほど説明しました、クリスマス親子

防災教室とか、ことしは小学生の消火選手権をや

ったりとか、そういう目新しいソフト面をふやす

ことによって来館者を呼ぼうというふうに考えて

おりまして、それは予防課も今一生懸命それを考

えているところであります。また、今後も委員お

っしゃったようにすばらしい施設でありますので、

しっかりとＰＲして、そして、使うことによって
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災害に強い市民を育んでいくわけでありますので、

これについては更に力を入れていきたいというふ

うに考えております。 

○委員（徳永武次）我々もあちこちの防災セン

ターを見学したりとかやっているんですけど、今

局長も言われたとおり、非常に目新しいものがな

いと来館者数というのは減るのは当然だと思うん

ですけど、これは今災害の種類というのも非常に

変わってきていますので、そこらあたりをしっか

りと市民にどう訴えていくかということがやっぱ

り必要だと思いますので、常にまた目新しいもの

で来館者をふやすような方向で持っていっていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員（上野一誠）私は質問でないので、意見、

要望で受けとめてください。 

 職員採用も６名今回とられて、これから特に高

齢者社会を迎えて、消防という一つの業務に対す

るいろんなことがこれから更に高度化していって、

それなりに設備とかいろんなものを含めないかん

し、まだ隊員の皆さんの意識、資質の向上という

か、意識改革というのは非常に大事だというふう

に思っています。今回、常備消防、あるいは、非

常備消防、それなりの研修制度を使って、それな

りにやっていらっしゃるので、今後もこういう研

修制度を通してより職員のそういう機能が高まっ

ていけるように今後も努力をしていただきたいと

いうことを、意見、要望として申し上げておきた

いと思います。 

○消防局長（新盛和久）今、上野委員のほうか

らございました。組織というのは御案内のとおり、

これは人材が全てであるというふうに認識をして

おります。したがいまして、これからもしっかり

と人材教育をしていきたいなというふうに思って

いる中で、今年度からは横浜消防局への派遣も認

めていただいたりしまして、一番最先端のいろん

な行政を職員が研修してまいります。また、来年

帰ってくるわけでありますけれども、そういった

職員をもっともっとふやしていって、市民の負託

に応えられるような消防でありたいというふうに

考えております。 

○委員（徳永武次）１点だけ教えてください。 

 ３３分団に市の補助金が出ておりますよね。内

訳も見ているんですけど、これは団員一人当たり

で補助金の金額が決まるんですか。 

○次長兼警防課長（福山忠雄）分団運営補助金

の御質問でございますけれども、補助金額は均等

割と団員割というのがございます。均等割は一律

１５万円、それにプラス４月の在籍した団員数が

１人１,０００円で計算しております。 

○委員長（帯田裕達）よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、消防総務課の審査を終わります。 

────────────── 

△社会教育課の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、社会教育課の審査

に入ります。 

初めに、決算の概要について、部長の説明を求

めます。 

○教育部長（宮里敏郎）それでは、社会教育課

並びに中央公民館の決算の概要について、御説明

いたします。 

 決算附属書の１６２ページをお開きください。 

まず、社会教育課の決算額が１億６,４７９万

４,２０８円でございました。 

 主要施策の成果ですが、社会教育の充実におき

ましては、社会教育委員の会議の開催、社会教育

功労者の表彰など、社会教育の推進に努め、各種

教育活動の充実におきましては、成人教育事業と

してＰＴＡ等の社会教育団体に対し補助金を支出

し、団体の育成を図り、また、指導者の研修会を

開催し、人材の育成に努めたほか、家庭教育事業

といたしましては、幼稚園、小中学校において、

延べ６０３回の家庭教育学級を開催し、講演会や

研修会を行い、親自身の学ぶ機会の充実に努めた

ほか、子育てサポーターの養成、あるいは、子育

てサロン等の開催をしたところでございます。 

 次に、１６３ページになります。 

 青少年の健全育成におきましては、青少年育成

事業といたしまして、青少年フレッシュ体験事業

を実施し、北海道ニセコ町へ交流団を派遣したほ

か、青少年育成市民会議におきましては、次世代

を担う青少年の健全育成に努め、また、さつませ

んだい学校応援団のコーディネーター研修会等を

実施したところでございます。また、新成人

７０６人が参加した成人式の開催や少年愛護セン

ターでの青少年の電話相談、街頭補導などを行い

ました。 

 次に、中央公民館の決算概要について、説明い
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たします。 

 附属書のほうが１６６ページになります。 

 中央公民館の決算額が１億５ ,２０１万

３,５１９円でございます。 

 主要施策の成果ですけれども、中央公民館の管

理並びに地域公民館の管理におきましては、中央

公民館、各地域公民館の適正な施設の管理に努め、

下段の表に記載のとおり、各公民館での自主講座

開催状況のとおり、市民に学習機会を提供し、ま

た、まなびねっとセンターではパソコン操作に関

するさまざまな相談や学習等を行ったところでご

ざいます。 

 また、地域公民館施設設備整備といたしまして、

下甑公民館及び副田東集会所の解体工事を実施い

たしました。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○社会教育課長（十島輝久）議案第１１７号一

般会計歳入歳出決算について、説明をいたします。 

 まず、歳出について説明をいたします。 

 決算書の１９１ページをお開きください。 

 １０款教育費、５項社会教育費、１目社会教育

総 務 費 の 支 出 済 み 額 は １ 億 ６ , ４ ７ ９ 万

４,２０８円です。 

 備考欄で説明をいたします。 

 支出の主なものは、社会教育管理費では社会教

育指導員など１３人、社会教育委員１６人の報酬

及び職員１６人分の給与費等でございます。 

 次に、社会教育振興費ではＰＴＡ連合会運営補

助金ほか１件でございます。 

 次に、青少年対策費では青少年教育指導員４人

及び少年愛護委員の９３人の報酬、次ページにな

りますが、先ほど部長のほうからありました、ニ

セコ町との交流に伴います青少年フレッシュ体験

事業業務委託料、青少年育成市民会議運営補助金

などが主なものでございます。 

 次に、１９７ページをお開きください。 

 ３目公民館費でございます。 

 支出済み額は１億５,２０１万３,５１９円で、

備考欄で説明いたします。 

 支出の主なものは、中央公民館費では職員３人

分の給与費、中央公民館・中央図書館清掃業務委

託料、中央公民館・中央図書館内装等改修工事な

どが主なものでございます。 

 地域公民館費では、行政事務嘱託員など６人の

報酬及び樋脇・東郷公民館管理清掃業務委託料ほ

か、地域公民館の維持管理に必要な３０件の委託

料などが主なものでございます。 

 次に、地域公民館施設設備整備費は下甑公民館

解体工事ほか１件で、下甑公民館の解体工事につ

きましては、平成２７年度に関係機関との調整に

期間を要し工事完了に至らなかったため、平成

２８年度に繰り越したものでございます。 

 同目の不用額について御説明いたします。 

 １３節委託料５６万６,１３８円でございますが、

中央公民館、各地域公民館の維持管理業務委託料

などの執行残の積み上げによるものでございます。 

 続きまして、歳入について主なものを説明させ

ていただきます。 

 ２３ページをお開きください。 

 なお、社会教育課におきましては、収入未済等

はございません。 

 それでは、１４款使用料及び手数料、１項使用

料、７目教育使用料、４節社会教育使用料でござ

います。社会教育課分につきましては、中央公民

館使用料及び地域公民館の使用料などが主なもの

でございます。 

 次に、４７ページです。 

 １６款県支出金、２項県補助金、８目教育費補

助金、４節社会教育費補助金、社会教育課分は、

かごしま地域塾推進事業補助金で平佐東と陽成地

区の２地区で実施の放課後こども教室事業に伴い

ます県補助金で、補助率は３分の２でございます。 

 次に、５３ページをお開きください。 

 １７款財産収入、１項財産運用収入、１目財産

貸付収入、１節土地建物貸付収入、社会教育課分

は備考欄の下段のほうになりますが、中央公民館

の自動販売機設置に係る貸地料でございます。 

 次に、７５ページになります。 

 ２１款諸収入、５項雑入、４目雑入につきまし

ては、備考欄の中ほどになりますが、市民大学講

座受講料、電気水道料、実費収入金などが主なも

のでございます。 

 次に、財産に関する調書について説明をいたし

ます。 

 ３７３ページをお開きください。 

 公有財産の土地建物の表中、普通財産の建物、

下から７行目になりますが、木造の欄で、社会教

育課分として、副田東集会所の１３７.６８平方
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メートルと、非木造の欄で下甑公民館の６３３平

方メートルが解体に伴い減となっております。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（橋口 芳）自動販売機の台数は全部で

どのくらいあるんでしょうか。 

○課長代理（古川 誠）館敷地内に全部で３台

ございます。 

○委員（橋口 芳）３台ですか。 

○課長代理（古川 誠）中央公民館に３台、あ

と、地域公民館に４台ございまして、全部で計

７台でございます。 

○委員（橋口 芳）わかりました。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、社会教育課の審査を終わります。 

────────────── 

△中央図書館の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、中央図書館の審査

に入ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○教育部長（宮里敏郎）それでは、図書館の決

算の概要等について、御説明いたします。 

 附属書の１６８ページをお開きください。 

 決算額が７,５９８万９,７９４円でございます。 

 主要施策の成果でございますが、図書館の管

理・運営に関することでは、市民に親しまれ、市

民生活に役立つ図書館づくりを目指して、利用者

目線に立った図書資料の整備、充実及び市民生活

の課題に対応した館内展示に努め、お話し会事業

等の読書推進活動に積極的に取り組みました。 

 このほか、移動図書館車による巡回サービス、

各地域分館との連携、インターネットの活用等に

より、市内全域で図書館サービスの提供に努めた

ところでございます。 

 視聴覚ライブラリーの管理運営に関することで

は、視聴覚教育の振興のため、所有する機材、教

材の適正な維持管理や貸し出し、おでかけ図書館

等の開催等による利用促進等を図るとともに、デ

ジタルビデオ編集講座のほか、各種講座等を開催

し、視聴覚教育の知識、普及に努めました。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○中央図書館長（本野啓三）まず、歳出から説

明いたします。 

 決算書の１９７ページをお開きください。 

 １０款５項４目図書館費は、支出済み額

７,２８８万５,０２７円であります。 

 備考欄をごらんください。 

 事項、図書館管理費は、図書館職員の人件費及

び図書館の管理運営に係る経費で、主な支出の内

容は、図書館協議会委員及び嘱託員の報酬、職員

給与費、図書の貸し出し等の運用に係るシステム

や図書館建屋の維持管理経費、一般図書、児童図

書の購入費などであります。 

 なお、図書館費では、１２０万円を６目少年自

然の家費から流用しております。これは中央図書

館の２階から３階の吹き抜け部の壁と床の接合部

にクラックが入り、崩れ落ちる危険があることが

見つかり、少年自然の家の改修工事の執行残を急

遽目間流用し、修繕いたしたものでございます。 

 次の５目視聴覚ライブラリー費は、支出済み額

３１０万４,７６７円であります。 

 備考欄をごらんください。 

 事項、視聴覚ライブラリー費は、ライブラリー

の管理運営に係る経費で、主な支出の内容は、視

聴覚ライブラリー運営審議会委員及び嘱託員の報

酬、視聴覚機材、教材の購入費、県視聴覚教育連

盟への負担金等であります。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 決算書の５７ページをお開きください。 

 １８款１項８目教育費寄附金、１節教育費寄附

金のうち、中央図書館分は、当該備考欄の一番下、

図書館費寄附金で１団体、１個人の方から寄附を

いただいており、いずれも寄附者の御意向に沿っ

た図書の購入に充てております。 

 次は、７７ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入、１節雑入のうち、中央図

書館分は当該備考欄の下から４行目、５行目に記

載の郷土史等実費収入金、コピー代実費収入金で

あります。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑はないと認めます。 

 以上で、中央図書館の審査を終わります。 

────────────── 

△少年自然の家の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、少年自然の家の審

査に入ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○教育部長（宮里敏郎）少年自然の家の決算概

要等を説明いたします。 

 附属書の１６７ページをお開きください。 

 決算額が１億３,５０３万３８０円でございます。 

 主要施策の成果でございますけれども、少年自

然の家運営及び施設の維持管理におきましては、

利用者の安全性向上を図るため、庁舎警備、浄化

槽管理などの業務委託を実施するとともに、屋外

便所等屋根改修工事、真空遮断器ほか取りかえ修

繕等を行ったところでございます。 

 少年自然の家事業におきましては、夏冬のアド

ベンチャー事業、てらやまんち森の学校、ファミ

リー自然体験隊などの主催事業を実施し、また、

一般成人の生涯学習を支援する事業として、てら

やまんちほっとサロンの実施や地域青少年健全育

成指導者の指導力向上を目指した地域指導者養成

講座等を実施したところでございます。平成

２８年度の利用団体数は４０９団体、研修延べ人

員が４万１,０６８人となりました。 

 少年自然の家施設設備整備におきましては、研

修棟本館の一部の空調設備改修工事を実施いたし

ました。 

 少年自然の家ではことし４月２６日に延べ利用

者数が１００万人を達成し、７月には開所３０周

年を迎えたところでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○少年自然の家所長（峯 満彦）まず、歳出に

ついて御説明申し上げます。 

 決算書の１９９ページをお願いします。 

 １０款５項６目少年自然の家費について御説明

いたします。 

 支出済み額は１億３,５０３万３８０円でござい

ます。 

 次に、各事項の内容につきまして、２００ペー

ジの備考欄に従い御説明申し上げます。 

 まず、少年自然の家管理費ですが、少年自然の

家指導員報酬７名分、施設管理補助員報酬１名分、

宿直警備員報酬２名分、運営協議会委員報酬

１０名の２回分でございます。 

 次に、職員給与費、社会保険料は、職員８名分、

労災保険料は嘱託員８名分及び栄養士の分でござ

います。 

 委託料につきましては、管理費といたしまして、

少年自然の家庁舎清掃業務委託ほか１２件でござ

います。 

 備品購入は公用車軽トラック１台ほか３件でご

ざいます。 

 負担金は九州地区青少年教育施設協議会会費ほ

か１件でございます。 

 管理費は以上でございます。 

 次に、少年自然の家事業費について御説明申し

上げます。 

 決算書の２０１ページをごらんください。 

 夏のアドベンチャーに係る物資運搬用トラック

借り上げほか５件でございます。 

 次に、少年自然の家施設設備整備費について御

説明申し上げます。 

 引き続き、決算書の２０１ページをごらんくだ

さい。 

 委託料につきまして、研修棟空調設備改修工事

設計業務委託１件でございます。 

 工事請負費といたしまして、電源立地地域対策

交付金事業、研修棟空調設備改修工事が１件でご

ざいます。 

 なお、以上説明いたしました歳出執行に当たっ

て、５０万円以上の予算流用で対応いたしました

状況について御説明申し上げます。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

を御準備ください。 

 議会資料の８ページでございます。 

 本所における節間流用は、７６番の１件でござ

います。キャンプ場の便所等屋根改修工事におき

ましては、以前から老朽化による雨漏り等のふぐ

あいがあり、本年度管理費の需用費として当初予

算に計上しておりましたが、施設利用に際して急

を要する状況となったため、事項、少年自然の家

施設設備整備費の１５節工事請負費から事項、少

年自然の家管理費の１１節需用費に１０５万

３,０００円予算流用し、予算執行したものでござ
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います。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 決算書２３ページをお願いいたします。 

 １４款１項７目４節社会教育使用料のうち、少

年自然の家分につきましては、少年自然の家使用

料と行政財産使用料でございます。 

 次に、５１ページをお願いいたします。 

 １７款１項１目１節土地建物貸付収入のうち、

５３ページの少年自然の家分につきましては、貸

家料でございます。 

 最後に、７７ページをお願いいたします。 

 ２１款５項４目１節雑入のうち、少年自然の家

分につきましては、空調設備改修工事仮設事務所

水道料実費収入金、アドベンチャー等参加実費徴

収金と電気料実費収入金、コピー代実費収入金で

ございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑はないと認めます。 

 以上で、少年自然の家の審査を終わります。 

────────────── 

△教育総務課・学校施設整備室・学校教育

課の審査 

○学校施設整備室長（上口憲一）学校施設整備

室でございます。 

 ９月８日開催の総務文教委員会で、東郷学園義

務教育学校の審査をいただいた際、徳永委員の質

問に対し、一部質問内容を聞き違いし回答したも

のについて、本日改めて説明させていただきます。 

 委員から洋式トイレの設置に伴い、温水便座の

設置はどうかという質問に対し、浄化槽を用いた

本水洗と回答いたしましたが、正しくは温水の便

座設置につきましては、現設計で身障者用トイレ

及び特別支援学級の３カ所に設置予定であります。

なお、児童生徒や職員などが通常使用するトイレ

につきましては、東郷地域の小中学校の意見やほ

かの学校の設置状況を見ながら検討を行う予定と

しております。 

○委員長（帯田裕達）それでは、前回の委員会

における答弁については、ただいまの説明のとお

りであります。 

 それでは、教育総務課、学校施設整備室及び学

校教育課の審査に入ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○教育部長（宮里敏郎）それでは、まず教育総

務課における決算概要等について、説明いたしま

す。 

 附属書のほうが１５５ページになります。 

 教育総務課の決算額が１８億４ ,３９１万

３,５７２円でございます。 

 主要施策の成果ですけれども、教育委員会の開

催等におきましては、定例会１２回と臨時会１回

の計１３回を実施するとともに、市長が主催する

総合教育会議を１回開催いたしました。 

 施設等の計画的維持管理におきましては、教職

員住宅１８５戸の管理を行うとともに、老朽化し

た教職員住宅５棟の解体工事を実施いたしました。 

 社会の変化に対応した教育の推進におきまして

は、教育用パソコン等整備事業として、中学校の

パソコン室に設置してある生徒用パソコン及び先

生用パソコンの更新と教職員が使用する校務用パ

ソコンの更新を行いました。 

 １５６ページになります。 

 奨学金制度におきましては、特別奨学資金を

２１名に支給したほか、２名に対し奨学資金の貸

し付けを行いました。また、特別奨学資金を充実

するため、基金への積み立ても行ったところでご

ざいます。 

 離島高校生修学支援事業におきましては、離島

を離れて高校に進学した高校生５３人の保護者へ

経済的支援を実施しております。 

 １５７ページになります。 

 児童生徒の就学援助と遠距離通学費等助成につ

きましては、経済的な理由により、就学困難な児

童生徒の保護者に対し、就学援助を行ったほか、

遠距離通学費及び修学旅行補助金の助成を行いま

した。 

 就園援助体制等の充実につきましては、幼稚園

の統廃合に伴い、スクールバスの運行を継続して

実施し、保護者の経済的負担の軽減に努めたとこ

ろでございます。また、平成２８年度は小中学校

の再編等に関する基本方針に基づき、東郷地域の

山田、南瀬、鳥丸、藤川の４小学校を閉校し、東

郷小学校に統合したところでございます。 

 次に、学校施設整備室の決算概要等の説明をい

たします。 
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 附属書のほうが１５８ページになります。 

 学校施設整備室の決算額が６億６,１３１万

２,１４４円でございます。 

 学校施設の維持管理におきましては、小学校で

１１件、中学校４件の維持管理に係る修繕工事を

実施し、校舎等の計画的整備・充実におきまして

は、小中一貫校整備事業では、東郷地域の小中一

貫校の校舎などの実施設計及び敷地の造成工事を

実施いたしました。 

 屋内運動場建設事業におきましては、育英小学

校屋内運動場の新増改築工事を実施するとともに、

小学校諸施設整備事業におきましては、児童の安

全性を確保するため、永利小学校北校舎外壁等改

修工事など７９件を、中学校諸施設整備事業では、

生徒の安全性を確保するため、川内中央中学校視

聴覚室空調設備改修工事など２７件を、幼稚園諸

施設整備事業では、祁答院幼稚園給食コンテナ受

け台改修など７件を実施したところでございます。 

 次に、学校教育課の決算概要等を説明いたしま

す。 

 附属書の１５９ページになります。 

 学校教育課の決算額が５億８ ,９３２万

９,０９３円でございます。 

 主要施策の成果ですけれども、豊かな人間性を

育む学習環境と義務教育の充実におきましては、

小中一貫教育推進事業について、市内全１４中学

校区で小学校英語教育の充実やふるさと・コミュ

ニケーション科の充実等に取り組んだところでご

ざいます。外国語指導助手７名を市内小中学校に

派遣し、語学指導及び英語教育の改善、活性化を

図りました。また、英語力向上プランといたしま

して、市内中学生の英語技能検定試験の検定料を

負担するとともに、英語サマーキャンプ等を実施

し、薩摩川内元気塾事業におきましては、講演会

等を合計１１０回開催したところでございます。 

 １６０ページになります。 

 教育相談体制の充実におきましては、児童生徒

の心の悩み等や不登校対策に対応する相談体制の

充実と機能強化を図るため、心の教育相談員やス

クールソーシャルワーカーなど、高度な専門的知

識と経験を有する相談員を配置いたしました。 

 １６１ページになります。 

 幼児教育の充実では、認可保育所のない甑地域、

４公立幼稚園で子育て支援を図るため、預かり保

育を実施しております。 

 児童生徒等の健康管理及び体育的活動の充実に

おきましては、健康診断等の実施による健康管理

体制の充実と各種大会等を通じた児童生徒の体力

向上を図ったほか、児童生徒の災害に係る日本ス

ポーツ振興センター共済給付金の給付を行いまし

た。 

 学校給食の管理及び充実におきましては、学校

給食の充実では、学校給食センター５施設におい

て、栄養豊かな安全・安心なおいしい学校給食を

市内の幼稚園、小学校、中学校の園児、児童生徒

約９,５００人に対して提供するとともに、施設設

備の整備におきましては、備品関係としてボイ

ラー、衣類殺菌庫、牛乳保冷庫等の整備をしたと

ころでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について

当局の説明を求めます。 

○教育総務課長（小原雅彦）歳出について御説

明申し上げます。 

 決算書の１７９ページをお開きください。 

 １０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員

会費の決算額は２７６万６,８２７円であります。

事項、教育委員会費は、備考欄、教育委員会費は、

教育委員４人分の報酬と教育委員の研修会等出席

に伴う旅費などが主なものであります。 

 次に、２目事務局費の決算額は６億４,３６０万

３,５３４円であります。備考欄、事項、事務局管

理費の主な支出は学校司書（補）業務嘱託員

２３人の報酬や職員の病休等による代替の行政事

務嘱託員４人及び学校用務嘱託員報酬１人のほか、

教育委員会事務局職員４８人の人件費及び事務局

の管理運営に係る経費、１８１ページをお開きく

ださい。備考欄のほうです。川内地域学校ごみ収

集業務委託ほか９件、全国都市教育長協議会負担

金ほか１１件であります。 

 事項、奨学育英事業費の主な支出は、特別奨学

資金支給対象者２１人への奨学資金の支給、特別

奨学基金への積立金であります。 

 ３目教育振興費の教育総務課分の決算額は４億

９,７７２万５,９９２円のうち、１,６２８万

４３６円であります。備考欄、事項、教育指導費

の教育総務課分は、奨学金納入書や入学通知書の

印刷代などであります。 

 次に、１事項あけその下でありますが、事項、

教育育成費の教育総務課分でありますが、離島高
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校生修学支援費で、離島を離れて高校進学する生

徒の居住費の一部について、保護者の経済的支援

をするもので、５３人に支給しております。 

 次に、１８３ページをお開きください。 

 事項、漁村留学制度事業でありますが、鹿島町

のウミネコ留学制度に伴うもので、ウミネコ留学

制度業務委託などが主なものであります。 

 ４目教職員住宅管理費の決算額は３,６９８万

７,８６０円であります。備考欄、事項、教職員住

宅管理費の主な支出は、教職員住宅１８５戸の管

理及び維持補修に係る経費で、教職員住宅管理業

務委託料及び青瀬教職員住宅８号棟、９号棟解体

工事ほか２件であります。 

 次に、１８５ページをお開きください。 

 ２項小学校費、１目小学校管理費の教育総務課

分の決算額は４億２６７万７,６６６円のうち、

３億９,８６９万８,１６１円であります。 

 事項、小学校管理費の主な支出は、小学校

３０校の管理運営及び維持補修に要する経費で、

学校用務嘱託員１３人及び学校主事２１人の人件

費、小学校施設の光熱水費、施設修繕、維持管理

業務委託料や補修用原材料、備品購入費、県学校

図書館協議会負担金などであります。 

 続きまして、２目小学校教育振興費は、

１８５ページから１８７ページにかけてでありま

す。決算額は１億２,８１５万３,４８２円であり

ます。 

 事項、小学校教材備品整備費は、小学校の教材

整備、事項、小学校理振法備品整備費は理科振興

法に基づく理科、算数用備品の購入を、事項、小

学校扶助費はスクールバス等運転業務嘱託員８人

の報酬、備品購入費として、次のページになりま

すが、備考欄ですが、スクールバス１台を購入し

たほか、７５３人の児童に就学援助費を支給し、

８５人の児童への特別支援教育就学奨励費の支給

や遠距離児童通学費、スクールバス、事故に伴う

賠償金などが主なものです。 

 次に、事項、小学校近代教育設備費は、各小学

校の授業用の教材ソフトを配信している分の保守

業務委託料や小学校図書館システム保守業務委託

料などが主なものです。備品購入費では、小学校

２６校に教育用パソコン１３５台及びレーザープ

リンター１１台等を購入しております。 

 次に、３項中学校費、１目中学校管理費の教育

総務課分の決算額は２億１,９７３万１,６００円

のうち、２億１,７７０万５３６円であります。 

 事項、中学校管理費の主な支出は、休校中の鹿

島中を含めた中学校１５校の管理運営及び維持補

修に要する経費で、学校用務嘱託員４人及び学校

主事１０人の人件費、学校施設の光熱水費、施設

修繕、維持管理業務委託料や補修用原材料、備品

購入費、県学校図書館協議会負担金等であります。 

 次に、１８９ページをお開きください。 

 ２ 目 中 学 校 教 育 振 興 費 の 決 算 額 は １ 億

１,６４８万２,５６４円であります。 

 事項、中学校教材備品整備費は、中学校の教材

整備、事項、中学校理振法備品整備費は、理科振

興法に基づく理科、数学用備品の購入を、事項、

中学校扶助費は、スクールバス等運転手業務嘱託

員９人の報酬、甑島の里中、海陽中の生徒の修学

旅行を助成する修学旅行補助金、４４４人の生徒

への就学援助費の支給、３５人の生徒への特別支

援教育就学奨励費の支給、８１人の生徒への遠距

離生徒通学費の支給が主なものです。 

 事項、中学校近代教育設備費は、各中学校の授

業で使用する教材ソフトを配信している分の保守

業務委託や小学校図書館システム保守業務委託料

などが主なものです。備品購入費では、中学校

１１校に校務用パソコン６９台及び中学校２校に

教育用パソコン８２台及びプリンター４台を購入

しております。 

 次に、４項幼稚園費、１目幼稚園管理費は、

１８９ページから１９１ページにかけてでありま

すが、決算額は２億５,７６５万８,８２８円であ

ります。 

 事項、幼稚園管理費は、幼稚園１２園の管理運

営及び維持補修に係る経費で、幼稚園業務嘱託員

１３人の報酬及び養護教諭業務嘱託員２人の報酬、

幼稚園教諭２６人の人件費のほか、幼稚園の光熱

水費、１９１ページになります、備考欄、施設修

繕、薩摩川内市学校施設管理業務委託ほか１４件

の委託ほか、プリンター等の備品購入であります。 

 次に、２目幼稚園教育振興費の教育総務課分の

決算額は２ ,０８４万５ ,８２８円のうち、

１,６２３万２,５７６円であります。 

 事項、幼稚園補助費の教育総務課分は、東郷幼

稚園スクールバス運行業務委託ほか３件、備品購

入費として、甑地域の幼稚園のスクールバス１台

の購入などが主なものであります。 

 次に、２０７ページをお開きください。 
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 １１款災害復旧費、３項文教施設災害復旧費、

２目現年単独文教施設災害復旧費の教育総務課分

の決算額は６４万５,４０８円であります。 

 事項、現年単独文教施設災害復旧事業費におい

て、昨年８月の台風１６号により、川内小学校の

屋内運動場屋根の修繕のほか、育英小学校敷地内

の倒木撤去の業務委託が主なものです。 

 次に、４項その他公用・公共施設災害復旧費、

１目現年公用・公共施設災害復旧費の教育総務課

分の決算額は１,３３３万２,６０８円のうち、

８６３万３,３６０円であります。 

 事項、現年公用・公共施設災害復旧事業費にお

いて、教育総務課分は、昨年７月の大雨により、

八幡教職員住宅ののり面崩落により、災害復旧に

関連する事業を実施した分であります。建築確認

申請等諸手続により所要の期間を要したため、次

年度事業に１,３８１万６,０００円、繰越明許費

として計上したところであります。 

 なお、以上説明いたしました歳出執行に当たっ

て、５０万円以上の予算流用で対応いたしました

状況について、御説明いたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

を御用意ください。 

 議会資料の７ページであります。 

 教育総務課分でありますが、６８番と６９番で

あります。それぞれ御説明申し上げます。 

 ６８番でありますが、水引小のスクールバスと

して使用していた市公用車が平成２８年２月回送

中に突風にあおられ、駐車中の相手方車両及び民

家ブロック塀に衝突し、損壊いたしました。係る

事故に伴いまして、相手車両の損害賠償に要する

経費につきまして、相手との示談が成立し、早急

に対応する必要があったため、事項、小学校扶助

費の２０節扶助費から同事項、２２節補償、補填

及び賠償金に８３万６,０００円流用し、予算を執

行したものであります。 

 また、６９番でありますが、やはりこの事故に

伴いまして、民家ブロック塀、これを損壊したこ

とに伴い、賠償に要する経費につきまして、交渉

に期間を要した後、交渉が成立したものですから、

早急に対応する必要が生じたため、事項、小学校

扶助費の２０節扶助費から同事項、２２節補償、

補填及び賠償金に１３２万８,０００円流用したも

のであります。 

 以上が、５０万円以上の節間流用の対応状況で

あります。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

 決算書の２３ページをお開きください。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、７目教

育使用料、教育総務課分は１節小学校使用料、

２節中学校使用料、３節幼稚園使用料とも小中学

校、幼稚園及び教職員住宅の敷地内の電柱等の行

政財産使用料が主なものであります。 

 次に、２９ページをお開きください。 

 ２項手数料、７目教育手数料、１節教育手数料

の諸証明手数料でありますが、教職員住宅１２件

の車庫証明手数料であります。 

 次に、３７ページをお開きください。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、８目教育

費補助金、１節小学校費補助金の義務教育扶助費

補助金は、要保護児童の就学援助費及び特別支援

教育就学奨励費に対する補助金で、理科教育設備

費補助金は小学校の理科学習設備、算数教育設備

費補助金は小学校の算数器具設備費、へき地教育

整備費補助金は、甑島のスクールバス購入に対す

る補助金及び甑島の児童の修学旅行に要する経費

のうち、交通費、宿泊に対する補助金で、補助率

はいずれも２分の１であります。 

 ２節中学校費補助金の義務教育扶助費補助金は

要保護生徒の就学援助費及び特別支援教育就学奨

励費に対する補助金で、理科教育設備費補助金は

中学校の理科学習設備、へき地教育設備費補助金

はへき地修学旅行費として甑島の生徒の修学旅行

に要する経費のうち、交通費、宿泊費に対する補

助金であり、補助率はいずれも２分の１でありま

す。 

 ６節教育総務費補助金の教育総務課分は、離島

高校生修学支援費補助金で、離島を離れて本土の

高校へ通学する生徒の居住費等に要する経費の支

援に対する補助金で補助率は２分の１であります。 

 次に、４７ページをお開きください。 

 ２項県補助金、８目教育費補助金、１節教育総

務費補助金の特定離島ふるさとおこし推進事業補

助金は､鹿島地域のうみねこ留学制度に係る分であ

り、補助率は１０分の７であります。 

 次に、５１ページをお開きください。 

 １６款県支出金、３項県委託金、７目教育費委

託金、１節教育総務費委託金の権限移譲事務委託

金は、県地域改善対策高等学校等奨学資金の返還

債務事務に関する権限移譲事務分であります。 
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 次に、５３ページをお開きください。 

 １７款財産収入、１項財産運用収入、１目財産

貸付収入、１節土地建物貸付収入の教育総務課分

は５３ページの下のほうであります。教職員住宅

貸家料１５０戸分が主なものであります。 

 収入未済でありますが、３０万５,１７０円のう

ち、１万５,０００円でありまして、これは甑島に

籍を置くＡＬＴによる貸家料が未納で、督促する

も支払いされず、平成２９年５月２４日に郵便局

に納付していただいたんですが、５月３１日まで

の振りかえが間に合わなかったため、収入未済と

なったものであります。 

 ２目利子及び配当金、１節利子及び配当金で、

５５ページの一番下のほうでありますが、教育総

務課分は、特別奨学基金と奨学資金貸付基金から

生じた利子収入であります。 

 次に、５７ページをお開きください。 

 １８款寄附金、１項寄附金、８目教育費寄附金、

１節教育費寄附金の教育総務課分は、小学校費寄

付金と中学校費寄附金と教育総務費寄附金であり

ます。これらは、子どもたちのために活用してほ

しいと水引地区の個人の方から、水引小、水引中、

それぞれに３万円、川内南中地区の個人の方お二

人がそれぞれ１０万円、一般財団法人寺山維持会

様から平佐西小に５万円、株式会社技建から奨学

金に役立ててほしいと１００万円の御寄附をいた

だいたものであります。 

 次に、５９ページをお開きください。 

 １９款繰入金、１項基金繰入金、７目特別奨学

基金繰入金の１節特別奨学基金繰入金は、特別奨

学金支給分３７８万円を基金から一般会計へ繰り

入れたものであります。 

 また、５７目奨学資金貸付基金繰入金は、特別

奨学基金に積み立てるため繰り入れたものであり

ます。これらは貸付制度を廃止し、給付型の奨学

金制度を充実させるための措置であります。 

 次に、６３ページをお開きください。 

 ２１款諸収入、５項雑入、４目雑入、１節雑入

でありますが、教育総務課分でありますが、

７３ページをお開きください。７３ページの備考

欄でありますが、真ん中よりちょっと下のほうで

すが、日本教育公務員弘済会読書活動啓発・推進

助成金、それから７５ページ、次の離島高校生修

学支援事業に係る返還金までの１９件でございま

す。合計で３５２万６,２３８円であります。 

 以上が歳入であります。 

 次に、財産に関する調書について御説明いたし

ます。 

 ３７３ページをお開きください。 

 １の公有財産の（１）の土地及び建物で、中ほ

どの公共用財産のうち、教育総務課分は、小学校、

中学校、幼稚園と教職員住宅であります。平成

２８年度の主な動きといたしましては、小学校の

土地の減ですが、主には平成２７年４月１日閉校

いたしました吉川小学校で、財産活用推進課に所

管がえを行ったところであります。教職員住宅の

減でありますが、永利小、峰山小、湯田小などの

教職員住宅敷地をそれぞれ建築住宅課等に所管が

えを行ったためであります。この土地の異動に伴

いまして、建物でありますが、吉川小学校を財産

活用推進課へ、育英小学校につきましては屋内運

動場を解体し新築いたしました。また、樋脇小の

プール更衣室の新築等によるものであります。幼

稚園につきましては、旧かのこ幼稚園、これを普

通財産に変更したところです。教職員住宅では、

永利小の２棟、峰山小の１棟、青瀬小の２棟を解

体いたしまして、湯田小の教職員住宅を１棟建築

住宅課に市営住宅として所管がえを行ったことに

よるものであります。 

 土地及び建物につきましては、以上です。 

 次に、３８０ページをお開きください。 

 ４の基金のうち特定基金の教育総務課分であり

ますが、６段目の特別奨学基金で平成２８年度に

特別奨学生２１人に３７８万円を支給し、基金利

子相当分、２８万９,０００円を積み立て、奨学寄

附金１００万円を積み立て、貸付基金から振りか

えた１億６,９６５万９,０００円を積み立て、結

果として決算年度末現在高が１億７,８９９万

２,０００円となっております。 

 ３８１ページの運用基金の４段目でありますが、

奨 学 資 金 貸 付 金 は 、 特 別 奨 学 基 金 に １ 億

６,９６５万９,０００円を積み立てたことにより、

決算年度末現在高が２,７０９万５,０００円とな

っております。 

 次に、３８２ページをお開きください。 

 基金運用状況調書について御説明申し上げます。 

 奨学資金貸付基金でありますが、１の基金の名

称及び経緯につきましては、これまで御説明申し

上げましたけれども、奨学資金貸付基金の平成

２８年度末現在高でありますが、２,７０９万
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５,０００円であります。２の平成２８年度末の運

用状況といたしましては、（１）で記載のとおり

ですが、前年度の繰越額１億６ ,９６５万

９,５００円と返還額４１８万５,３００円の合計

１億７,３８４万４,８００円の範囲内におきまし

て、継続貸付対象者２人に３３万７,４００円の貸

し付けを実施し、１億６,９６５万９,０００円を

費消し、同額を特別奨学基金に積み立て、利子収

入分１,６６０円を一般会計に振りかえたところで

あります。 

 また、（２）貸し付け対象者の状況ですが、記

載のとおり２人に貸し付けを行いました。 

 次に、３８３ページをお開きください。 

 （４）の月別運用状況につきましては、表の計

の欄、一番下のほうでありますが、前年度繰越額、

返還調定額、返還金額から貸付金額、特別奨学基

金への繰出金を除いた運用残３８４万８,４００円、

これを平成２９年度に繰り越したところでありま

す。 

 なお、平成２８年度調定分の当該年度末未返還

額１７８万４００円と過年度未返還額４０８万

６,５００円を合わせて、平成２８年度末における

返還期日到来分の未返還額総額は５８６万

６,９００円であります。 

 以上で、教育総務課に係る決算の説明を終わり

ます。 

○学校施設整備室長（上口憲一）学校施設整備

室分の決算につきまして、御説明申し上げます。 

 まず、歳出につきまして、決算書の１８１ペー

ジをお開きください。 

 １０款教育費、１項教育総務費、３目教育振興

費 の 全 体 の 支 出 済 み 額 ４ 億 ９ , ７ ７ ２ 万

５,９９２円のうち、学校施設整備室の支出済み額

は３億３,０６１万６,６６０円であります。また、

翌年度繰り越しの３,９３４万円は、東郷小中一貫

校校舎棟の建築確認申請に必要な手数料及び敷地

内の排水工事を平成２９年度へ繰り越したもので

あります。 

 歳出の内訳は、１８３ページをお開きください。 

 備考欄中段の下、事項、小中一貫校整備事業費

で、平成２７年度から繰り越した東郷小中一貫校

校舎棟新築工事設計業務委託ほか６件及び東郷小

中一貫校調整池整備工事ほか３６件を実施したも

のであります。 

 次に、１８５ページをお開きください。 

 ２項小学校費、１目小学校管理費の学校施設整

備 室 分 は 、 １ ５ 節 工 事 請 負 費 の ３ ９ ７ 万

９,５０５円であります。 

 歳出の内訳は、備考欄中段下の平佐西小学校校

舎棟内壁剥落防止工事ほか１０件の工事を実施し

たものであります。 

 次に、１８７ページをお開きください。 

 ３目小学校建設費の支出済み額は３億７７３万

８,００５円であります。また、翌年度繰り越しの

６,６９９万７,０００円は隈之城小、可愛小及び

川内小の校舎外壁等改修工事を平成２９年度へ繰

り越したものであります。 

 歳出の内訳は、備考欄中段の事項、屋内運動場

建設事業費で、平成２７年度から繰り越した育英

小学校屋内運動場新増改築に伴う工事請負費及び

備品購入費等であります。 

 また、事項、小学校諸施設整備事業費は､永利小

学校北校舎外壁等改修工事ほか７８件の施設整備

を実施したものであります。 

 同じく１８７ページの３項中学校費、１目中学

校管理費の学校施設整備室分は、１５節工事請負

費の１９６万１,０６４円であります。 

 歳出の内訳は、１８９ページの備考欄上段の海

星中学校防火扉改修工事ほか３件の工事を実施し

たものであります。 

 同じく、３目中学校建設費の支出済み額は

１,４７５万３,３５３円であります。 

 歳出の内訳は、備考欄中段の事項、中学校諸施

設整備事業費で、川内中央中学校視聴覚室空調設

備改修工事ほか２６件の施設整備を実施したもの

であります。 

 次に、１９１ページをお開きください。 

 ４項幼稚園費、３目幼稚園建設費の支出済み額

は２２６万３,５５７円であります。 

 歳出の内訳は備考欄中段の事項、幼稚園諸施設

整備費で、祁答院幼稚園給食コンテナ受台改修工

事ほか６件を実施したものであります。 

 以上で、歳出についての説明を終わります。 

 なお、以上説明いたしました歳出執行に当たっ

て、５０万円以上の予算流用で対応いたしました

状況について説明いたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

表の７ページをお開きください。 

 学校施設整備室は７０番から７１番の２件であ

ります。 
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 まず、７０番は、川内中央中学校浄化槽破砕機

の故障や海星中学校防火扉の改修など、急を要す

る工事が必要となり、事項、中学校管理費の

１１節需用費から同事項、１５節工事請負費に

２００万円を予算を流用し、予算執行したもので

あります。 

 次に、７１番は、平佐西小学校校舎の内壁剥落

や亀山小学校音楽室の空調機故障による取りかえ

など、急を要する工事が必要となり、事項、小学

校管理費の１１節需用費から同項、１５節工事請

負費に４００万円を予算流用し、予算執行したも

のであります。 

 以上が５０万円以上の節間流用の対応状況でご

ざいます。 

 続いて、歳入について御説明いたします。 

 決算書の３１ページをお開きください。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、３目教育

費負担金、１節小学校費負担金の収入済み額

５,８１５万円は、公立学校施設整備費国庫負担金

で、平成２７年度から繰り越した育英小学校屋内

運動場新増改築工事分であり、補助率は１０分の

５.５であります。 

 次に、３７ページの２項国庫補助金、８目教育

費補助金、１節小学校費補助金の収入未済額

２,４８５万２,０００円は隈之城小、可愛小及び

川内小の校舎棟外壁改修工事に係る学校施設改善

交付金を翌年度へ繰り越したものであります。補

助率は３分の１であります。 

 以上で、学校施設整備室の説明を終わります。 

○学校教育課長（熊野賢一）それでは、学校教

育課に係る平成２８年度の決算につきまして、御

説明いたします。 

 歳出につきまして御説明いたしますので、決算

書の１８１ページをお開きください。 

 １０款１項３目教育振興費の支出済み額４億

９,７７２万５,９９２円のうち、学校教育課分は

１億５,０８２万８,８９６円で、備考欄に示して

あります事項の主なものについて御説明いたしま

す。 

 事項、教育指導費の主なものは、児童生徒知能

検査・学力検査業務委託及びコンピューター教育

指導業務委託でございます。 

 事項、教育研修費の主なものは、中学校教科書

改訂に伴う指導書購入と市立学校教職員研修補助

金でございます。 

 事項、教育育成費は、英語技能検定試験検定料、

特別支援教室支援員謝金、甑アイランドウオッチ

ング事業補助金などが主なものでございます。 

 次に、１８３ページをお開きください。 

 事項、教育派遣費の主なものは、外国語指導助

手ＡＬＴ７名の報酬等でございます。 

 事項、教育人事管理費は、教職員の人事異動等

に伴う校長面談等に係る職員の旅費が主なもので

ございます。 

 事項、教育研究費は、水引小、水引中学校にお

けるコミュニティスクールに係る委員の報酬と旅

費、東郷中学校区ほか３校のコミュニティスクー

ル設立準備委員会の委員謝金と旅費が主なもので

ございます。 

 事項、心の教室相談員配置事業費は、中学校に

配置しました相談員の謝金が主なものでございま

す。 

 事項、子どものサポート体制整備事業費は、ス

マイルルームにおける指導員３名の謝金が主なも

のでございます。 

 事項、薩摩川内元気塾事業費の主なものは、各

中学校区元気塾推進委員会への業務委託料でござ

います。 

 事項、小中一貫教育推進事業費は、小学校英語

講師謝金、小中一貫教育に伴うバス借上料等が主

なものでございます。 

 事項、スクールソーシャルワーカー活用事業費

は、ソーシャルワーカーの謝金、旅費等が主なも

のでございます。 

 同じく１８３ページの下段になります、５目学

校保健費は、支出済み額６,５９１万９,０１８円

で、備考欄の事項のうち、主なものについて御説

明いたします。 

 事項、学校保健体育運営管理費は、学校医・薬

剤師等報酬、幼児・児童生徒及び教職員健康診断

委託等が主なものでございます。 

 １８５ページをお開きください。 

 事項、日本スポーツ振興センター共済給付事業

費は、幼稚園・小中学校の園児、児童生徒分の共

済掛金及び災害共済給付金でございます。 

 事項、各種大会運営費は、小学校綱引き大会時

の児童運送用バス借上料が主なものでございます。 

 １９１ページをお開きください。 

 同じく４項２目幼稚園教育振興費の支出済み額

は、２,０８４万５,８２８円のうち、学校教育課
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分は４６１万３,２５２円で、甑島地域での預かり

保育の保育士賃金と平成２７年度の保育料の過徴

収還付金が主なものでございます。保育料の過徴

収還付金１６２万４,６００円につきましては、平

成２７年度の６１人分につきまして、本来ならば

市民税非課税世帯として徴収すべきところを誤っ

て課税世帯として多く徴収していたもので予備費

を流用いたしまして返還したものでございます。

以後このような誤りがないよう、調定額算定の際

には十分な精査に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 ２０３ページをお開きください。 

 同じく６項３目給食センター費は、支出済み額

３億６,７９６万７,９２７円で、備考欄の事項の

うち、主なものにつきまして御説明いたします。 

 事項、給食センター管理費は、川内学校給食セ

ンター給食調理業務委託など、五つの給食セン

ターの維持運営に係る委託料、同じく給食セン

ターに係る光熱水費、修繕料などの需用費が主な

ものでございます。 

 事項、給食センター施設設備整備費の主なもの

は、川内学校給食センターのボイラーなどの備品

購入費でございます。 

 なお、以上説明いたしました歳出執行に当たっ

て、５０万円以上の予算流用で対応しました状況

について御説明いたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

を御準備ください。 

 ７ページをお開きください。 

 学校教育課における５０万円以上の節間流用は

７２番の１件であります。 

 流用理由は川内学校給食センターの温食用食器

の購入を平成２９年度で計画しておりましたが、

ひび割れやはがれ等の劣化が激しかったため、事

項、給食センター施設設備整備費の１８節備品購

入費から同事項、１１節需用費に６１７万

８,０００円予算流用し執行したものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、決算書の１５ページをお開きください。 

 下段の１３款２項３目教育費負担金の３節日本

スポーツ振興センター掛金は、幼稚園・小中学校

の幼児・児童生徒の保護者負担分でございます。 

 ２３ページをお開きください。 

 １４款１項７目教育使用料の３節幼稚園使用料

の幼稚園使用料は、市立幼稚園１２園の保育料で

ございます。 

 収入未済額１万３,２００円につきましては、幼

稚園使用料の１人分、２カ月分でございます。 

 なお、未済額につきましては６月１４日に収入

済みとなっております。 

 同じく５節保健体育使用料の行政財産使用料の

学校教育課分は２５ページをお開きください。 

 下段になります。給食センター２カ所の自販機、

九電柱、太陽光発電の屋根貸しに係る使用料でご

ざいます。 

 ３７ページをお開きください。 

 １５款２項８目教育費補助金の１節小学校費補

助金の学校教育課分を御説明いたします。 

 へき地教育整備補助金はへき地の小学校の各種

健康診断時の心臓検診委託に係るものが補助対象

で、補助率は３分の１でございます。 

 同じく２節中学校費補助金の学校教育課分は、

へき地教育整備補助金でございます。ただいま説

明いたしました小学校と同じく、へき地の中学校

各種健康診断時の心臓検診委託料に係るものでご

ざいます。 

 同じく６節教育総務費補助金の学校教育課分を

御説明いたします。 

 理科教育設備整備費等補助金につきましては、

理科の実験をサポートする支援員の経費が対象と

なり、補助率は３分の１、コミュニティ・スクー

ル導入促進事業費補助金は、樋脇中ほか３中学校

区のコミュニティスクールの設立準備に係る経費

の補助で、補助率は３分の１でございます。 

 ７５ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入、１節雑入で、学校教育課

分は備考欄の中段の３件でございます。 

 まず、預かり保育料は、甑島地域幼稚園４園で

の預かり保育事業に係るものでございます。 

 電気料実費収入金は、川内学校給食センターの

飲料水自販機電気代の実費収入金でございます。 

 日本スポーツ振興センター給付金は、学校での

けが等に対する災害給付金でございます。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、財産に関する調書につきまして御

説明いたしますので、３７３ページをお開きくだ

さい。 

 行政財産のうち、建物の給食センターの増は、

固定資産台帳との差異を修正したものでございま

す。 
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 以上で、学校教育課に係る決算の説明を終わり

ます。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑ありませんか。 

○委員（松澤 力）済みません、１点だけ奨学

金制度について伺いたいんですけれども、これは

能力があるにもかかわらず、経済的理由がある方

ということで２１名に月１万５,０００円支給され

ているということなんですけれども、現在の支給

の基準と、あと１回支給が決まれば３年間学校の

間支給されるということでよろしかったですか。 

○教育総務課長（小原雅彦）まず、基準であり

ますが、基本的には経済的理由により、就学が困

難な方、それから、勉学が優秀と申しますか、能

力がありということでそういう高いところを目指

しておられる方がまず基本的にはこの制度の対象

となっております。 

 もう一つは、基本的には３年間でありますが、

所得の基準がございますので、そういう所得が変

わった場合は基本的には申し出ていただいて、審

査して、その結果で行うということでしておりま

す。 

○委員（松澤 力）その所得が、親の方が変わ

ったりしたら、その都度申告していただいて、ま

た審査になるということですかね。 

○教育総務課長（小原雅彦）基本的に年に１回、

その申告をしていただくような段取りでいこうと

いうふうにしております。 

○委員（松澤 力）もちろん経済的理由とか、

そういった形で支給するというのは大事だと思っ

ているんですけれども、あとは生徒さんのやる気

というか、当然税金を投入して支援をされている

ということで、もちろん普通に頑張ってくださる

方はいいと思っているんですけれども、学校での

態度とか、姿勢とか、そういったところもやっぱ

り本当に支給に値するようなやる気を継続されて

いるかというところも見ていかないといけないの

かなと思っているところであって、今後、毎年確

認されている中で、しっかりそういう支援も受け

ているので、しっかり頑張って学校生活をやって

ほしいというような励ましというか、指導もして

いただけたらまた生徒さんもやる気を持って学校

生活に取り組まれるのかなと思いますので、そう

いった指導もしていただけたらありがたいと思っ

ていますので、また、今後ともよろしくお願いし

ます。 

○教育総務課長（小原雅彦）今、松澤委員のほ

うからありましたように、勉学だけではなく、一

応市内の学校長のほうから推薦書をあげていただ

く際に、やはり学校内での生徒の態度であります

とか、あるいは、スポーツ等によるいろんな成果

でありますとか、そういったものも記載していた

だきまして、総合的に勘案して審査の対象として

おるところであります。 

○委員（徳永武次）ちょっと教えてください。 

 この学校施設管理業務委託というのは警備保障

とか、そういうものが入っているんですか。 

 それと、もう一つは、教職員住宅の管理業務委

託と、これはどんなのをされているんでしょうか。 

○教育総務課長（小原雅彦）教職員住宅の管理

業務委託につきましては、建築業者の方々に管理

組合をつくっていただいております。そこに業務

を委託して、小修繕などをお願いしております。 

○委員（徳永武次）結構解体とかそういうのも

もちろんされていると思うんですけど、年何回ぐ

らい管理業務はされておるんですか。定期的にや

っているんですか。 

○学校施設整備室長（上口憲一）先ほどの質問

の中で、教職員住宅と学校と二つございましたの

で、学校のほうにつきましては、学校施設整備室

のほうで、川内の建築建友会という建築の団体が

ございます。こちらのほうに緊急の修繕につきま

して、学校から要望があった分についてその都度、

修繕を依頼するのが管理業務でございます。 

○教育総務課長（小原雅彦）教職員住宅の管理

業務委託につきましては、例えば、水道が出ない

とか、そういった小修繕、日常的な管理業務をと

りあえず住んでおられる先生方のほうから御報告

いただけますので、そこを組合のほうに電話いた

します。成果調書のほうにあります解体工事とは

全然別です。 

○委員（徳永武次）最後にします。 

 例えば、水道の云々とかと言うてきますよね。

それと、基本的な管理業務委託はどうなんですか。

もうきちっとある程度年間いくらとか、そういう

委託料は決まっているんですか。 

○学校施設整備室長（上口憲一）学校施設のほ

うにつきましては、およそ小中幼で年間、管理委

託というのは２５０万円程度で管理組合のほうに
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お願いしておりまして、修繕をお願いしておりま

すのが約３,７００万円、年間にいたしまして約

３１０件、平成２７年度は修繕を委託しておりま

す。 

○教育総務課長（小原雅彦）教職員住宅管理費

の委託につきましても、決算書にありますとおり、

ほぼこの金額で年間委託契約をしておるところで

あります。多少増減はありますけれども、基本的

にはこの金額でまず委託契約をしております。

２,８００万円程度で最初契約をいたしまして、そ

の範囲内で年間を通していろんな小さな小修繕等

に対応していただいているというような状況であ

ります。 

○委員（徳永武次）ちなみに平成２８年度で何

件あったの。 

○教育総務課長（小原雅彦）ちょっと今こちら

に正確な数字は用意しておりませんが、おおむね

２００件程度はあります。 

○委員（徳永武次）わかりました。また後で聞

きに行きます。 

○委員（橋口 芳）二つほど教えていただきた

いんですが、甑アイランドウォッチングの補助が

児童だけ書いてあるんですけど、引率の方はどう

なっているのか。 

 それから、フッ素洗口、年間幾らぐらい費用が

かかっているのか、教えていただきたいんですが。 

○指導グループ長（岩脇勝広）お答えいたしま

す。 

 甑アイランドウオッチングの件でございますけ

れども、児童１人当たりの負担額が約１,７００円

程度となっておりまして、平成２８年度につきま

しては２４校、８４１名が参加をしております。

予 算 的 に は 平 成 ２ ８ 年 度 総 額 で ３ ８ １ 万

５，７８４円予算を組んでございます。 

○保健体育グループ長（西村喜一）フッ化物

洗口につきましては、本年度の予算としてフッ化

物洗口剤を１４６万２,５００円計上しております。 

○委員（橋口 芳）先ほど児童だけの答えだっ

たですか。引率の方の補助は出ないんですか。 

○指導グループ長（岩脇勝広）お答いたします。 

 教職員の引率につきましては、各学校の予算で、

配当予算のほうで引率しております。 

○委員長（帯田裕達）ここで休憩します。再開

は１３時といたします。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時５７分休憩 

         ～～～～～～～～～～ 

         午後 ０時５９分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（帯田裕達）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

○教育総務課長（小原雅彦）午前中に徳永委員

のほうからございました、住宅管理組合の平成

２８年度の受注件数は２３０件でありました。 

 それから、事務管理費でございますが、

３５７万５,０００円で事務費を出しております。 

○委員（上野一誠）何点か教えてください。 

 まず、歳入の部分で、ＡＬＴの督促による住宅

料の支払い、どういうことか、もうちょっと教え

て。払うべき期間に払えなくて、請求して、やっ

と年度をまたいで入ったということでいいんです

か。 

○教育施設グループ長（稲森 直）ＡＬＴの

家賃の未歳入の件につきまして、本人と連絡をと

りながら、納めるようにお願いをしたんですが、

ずっと家賃は納められていたんですけど、たまた

ま１０月分が納められていなくて、それをなかな

かこちらがうまく伝えることができずに、未納の

状態になっておりました。年度末になりまして、

やっと意思疎通ができまして、納めるということ

になったんですが、郵便局のほうで納めてしまっ

たので、結果的に未済で平成２８年度決算に反映

されなかったという状況です。 

○委員（上野一誠）ＡＬＴですので、住宅のそ

ういう家賃は十分本人もわかっていらっしゃるん

ですけど、督促を出して、そういう行為になって

いることが問題だと思う。だから、信頼性を失う

ので、そういうことにならんように。本人がそん

なＡＬＴかと、家賃も払わんと、督促を受けてや

っと払ったんだよというのを子どもたちに指導す

る立場の人たちがそういうような行為を起こす、

そういうふうに地域がしてしまうと、やっぱり事

情はどうあるかわからんけれども、そういうとこ

ろはぴしっと支払いのあり方もしっかりとやって

おかないと、余りいいことじゃないと思います。

これはちょっとびっくりしました。十分そういう

ところは今後改善が必要であり、やってください。 

 それと、もう一つは、教育総務課の中で、

１５５ページの概要の中に教育委員会の開催等と

書いてあるんですが、総合教育会議を１回やった
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ということですよね。これは市長が座長になるわ

けですか。 

○教育総務課長（小原雅彦）市長が座長になっ

て開きます。 

○委員（上野一誠）ということは、今回の教育

改革で平成２７年からやった一つの形があるんだ

けど、これは事務局的には市長部局の総務課が事

務局になるんじゃないの。 

○教育総務課長（小原雅彦）事務局的には総務

課のほうが主催して行うこととなっております。 

○委員（上野一誠）ということは、ここに教育

委員会が列記するということは、実際権限的なこ

とは教育長に非常にまとまっていくものだから、

集中するから、いわば教育長のチェック機能がで

きないと。したがって、そのためにはこの総合教

育会議を行って、市長が座長になって、そういう

ところで意見の集約をしながら方向性を持ってい

くんだというのがこの会の趣旨だと思うので、そ

うしたときに、ここに列記してあることは、いわ

ば教育委員会が開いて、こうやったという形にな

るんだけど、その取り扱い上はこういう報告の仕

方でいいのかな。 

○教育総務課長（小原雅彦）教育委員会の開催

等のこの記載につきましては、私どもとしては教

育委員がこの会に参加したというような思いで記

載をしておりましたので、今、上野委員がおっし

ゃったことを踏まえ、今後検討してまいりたいと

思います。 

○委員（上野一誠）事務局は総務部だと思いま

す。だから、そういう意味では取り扱いは、私は

チェック機能を得るためには一つの壁があるとい

うか、そういう形の中で市長がそういうものがあ

るとすれば、しっかり市長の座長の中で指摘をし

ていくと。ともに教育行政を考えるということに

は変わりはないんだけれども、だから、それが少

し気になりました。 

 教育長にそれなりに権限が移譲して、構成内容

等の制度が変わってきて、いわば教育委員の人た

ちの位置づけも若干変わっているんだけど、やっ

ぱりそういう意味では教育長がワンマンにならん

ないいなあ、教育長が権限を受けたことでそれが

教育委員会の経営に当たって権限があるがゆえに

しっかりとそこをいいふうに使っていけばいいん

だけれども、やっぱりそういう意味ではそういう

ところ、僕は若干見ているというわけじゃないけ

ど、今回の一般質問、答弁等していても、若干そ

ういうところを感じる部分があるので、そういう

ところから見て、この総合教育会議の位置づけと

いうのは非常に大事かなというふうに思っている。

この会議は必要に応じてやるの。年に何回と決ま

っているの。 

○教育総務課長（小原雅彦）回数は決まってお

りません。市長の求めに応じて開催するとなって

おります。 

○委員（上野一誠）そういうこと。よくこれを

うまく使ってもらいたい。そのことが市全体とし

ていいことだと。 

 それから、もう一点、教職員住宅の件がありま

したけれども、これは今学校の先生方が地域に住

まないということがあって、せっかく教職員住宅

を建てても、いわば住まないものだから、普通財

産に変えて、そして一般住宅に変えていくという

動きがあると思うんだけど、そういう捉え方をす

ると、１８５の教職員住宅だったですか、そうい

う意味ではこれにはもう大方教職員の先生方が住

んでいただいているという理解でいいですか。 

○教育総務課長（小原雅彦）年度末は１８５戸

の管理をしているんですが、今、大体１４０戸程

度住んでおられるようであります。これは、閉校

になった学校等の教職員住宅もまだ私どものほう

で管理をしておる関係で、実質はほぼ開校してい

る学校の教職員住宅には住んでいただいていると

ころです。 

○委員（上野一誠）できるだけ先生方には地元

に住んでいただくことが一番基本にあったほうが

いいと思うんだけど。それは鋭意努力してほしい

と思う。 

 それから、これは全体的な問題で、でもあんま

り額が大きいのであえて語らせてください。 

 今回、５０万円以上の節間流用について、議会

運営委員会を経て、一覧表が出ているんですけれ

ども、予算の総体はあっていても、節の欄につい

てはなかなか議会が見えづらい部分なんです。そ

うすると、予算を通していく中で、節間流用はで

きないということじゃないので、それは十分理解

するんですけれども、やはり節間流用の一つのあ

り方が、これは教育委員会として、また、総務課

でも似たようなことを言うんですけど、結果的に

は教育委員会全体として、やっぱりこういう予算

の取り扱いは、今回は学校教育課のほうが六百何
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十万円の食器代、これは平成２９年度やる予定だ

ったという流れになるんだけど、結果的にはそう

いう見通しも含めて、もう六百何十万円をいとも

簡単にこうやってぱっと買えるわけです。あそこ

にあらよと、その流用は何を使っていこうとした

のか。どこにもあらよと、そういう行き方が今回

の報告の中で、もう本来こういうのは補正予算で

組んでぱっとあげて、ちゃんと議会に明らかにし

てぴしっと方向性が見える形が一番議会はわかり

やすいんだけれども、本当に節間流用のあり方は

いろいろ監査でもいろいろ問題になったりとか、

あったと思うんですけど、やっぱりこの姿勢が私

はおかしいと思います。予算計上を執行していく

に当たっての当初予算をつくる背景、そして、そ

の見通しというものが甘いと思います。なければ

ないなりに、どこからか持ってくればええわよと、

そういう姿勢が仮に行政当局全体にあるとするな

らば、これは本当にしっかりと正さないかん部分

です。だから、あえて議会がこういうことに本来

は言わなくてもいいような予算の措置の仕方であ

ればいいんだけれども、節間流用というのは、や

っぱりその限られた中でこれを拡大解釈によって

やるべきではないと思うんです。当初の節の項の

そういう部分をしっかりと当初でやったんだった

ら、それなりの形を進めていくことが必要ではな

いか、こういうところを教育長もどうお考えかわ

からんけど、やっぱりどうですか、部長、この件

は。 

○教育部長（宮里敏郎）御指摘があったように、

流用については、我々のほうでも必要な予算につ

いては当初予算、もしかそれで対応できなかった

部分については当然補正予算のほうで議会のほう

にお願いして予算計上して、執行するというのが

当然当たり前の姿だと思っています。一部、どう

しても災害とか、機械の故障というのがあって、

その補正にどうしても間に合わない、補正を待っ

ていると安全・安心に欠けるというような分につ

いては節間でこういうふうに流用させていただい

ている部分もあります。おっしゃるとおり、何で

もかんでも流用というのは、それはあるべき姿で

はないと思っておりまして、我々のほうでも真に

やむを得ない部分でどうしても先ほど言いました

ように、特に我々教育委員会のほうでは児童生徒、

園児の安全・安心のために必要に迫られる分につ

いては財政当局とも協議をしながら、流用で対応

せざるを得ない部分も出てくるかとは思いますけ

れども、今後においては言われるとおり、当初で

そういう危険性のある分については十分当初予算

等の編成前に把握をしながら、必要な予算につい

てはきちんと予算計上させていただいて、執行で

きるように努めてまいりたいと思います。 

○委員（上野一誠）本当、決して必要なものま

で我々は節間流用するなとは何も言っていない。

だから、やっぱりそういう意味では、急にやらな

いかんこと、あるいは、児童生徒にかかわる問題、

災害というのはそれは当然でしょう。ただ、やっ

ぱり余りにも見ていると、本当に当初予算とは何

ぞやと言いたくなるような、指針を疑いたくなる

ようなものがあるので、そういう意味では本当に

今後御注意いただきたいと。努力はしてもらいた

い。 

 それから、最後にしますけど、監査意見書の中

に奨学資金貸付基金のことが触れられております。

そうしたときに、やっぱりこれまで累積というも

のも返還がかかってきております、五百何十万円。

ですから、やっぱりこういうものについて、教育

委員会としてどういうふうにお考えですか。 

○教育総務課長（小原雅彦）未償還金につきま

しては、私どもも事あるごとに電話、あるいは、

文書によって督促を申し上げます。実態としては、

個々に深く調査をしてみなければ、生活の実態等

が見えない部分もあります。奨学資金貸付金を申

請なさる方は、やはり経済的に困窮しておられる、

そういう中で貸し付けの申請をされる部分もあり

ますので、しかしながら、やはり約束していた分

につきましてはちゃんと今後は返済計画や誓約書

なり、そういった分でやはりきちんと対応してい

かなければならないと考えております。 

○委員（上野一誠）保証人とか、いろんなもの

も監査委員が指摘しているように、保証人とか、

いろんなのもこの制度を使われるなら、それなり

に課長がおっしゃったとおり、そういう家庭の状

況を十分理解し、そう対応してあげるべきだと。

後は返済についてのそういうこともしっかり言う

までもなく必要であろうというふうに思いますの

で、これは意見、要望としてぜひ一つ奨学資金貸

付金についての徴収努力はしっかりまたしていた

だきたいということを申し上げておきたい。 

○委員（坂口健太）先ほどの上野委員の質問に

関連いたしまして、節間流用の件になるんですけ
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れども、そもそも６１７万８,０００円、節間流用

ができたということは、それだけ不用額があった

ということになりますよね。ということは、平成

２８年度当初予算で１０款６項３目１８節備品購

入費が３,１７０万９,０００円、当初予算で計上

されているわけですが、実際にはボイラー等の備

品購入、設備更新等で１,９５０万円程度ぐらいし

か使われていないと、１,０００万円もの開きがあ

るというのはどういった理由で開きが出てきたの

かというのをちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

○専門職（山口隆雄）ボイラー購入の件につい

てお答えします。 

 当初の予算で、ボイラー購入費の予算を

２,９５４万８,０００円、計上しておりました。

実施の段階になって参考見積を数社とったところ、

それよりも５００万円ほど設計額が落ちる結果に

なりました。２,４３０万円ということになります。

それで、入札を行いましたところ、落札額が

１,６９５万６,０００円ということで、かなり低

額で落札がされまして、その時点で実績による減

額としまして１,２１７万８,０００円、この部分

が執行残という形で残りました。先ほど食器の購

入に財政当局と協議をしまして、急を要するとい

うことで６１７万８,０００円を流用いたしまして、

残りの６００万円を補正予算で減額したというこ

とになります。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、教育総務課、学校施設整備室及び学校

教育課の審査を終わります。 

────────────── 

△文化課の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、文化課の審査に入

ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○教育部長（宮里敏郎）では、文化課の決算概

要等について、御説明いたします。 

 附属書の１６４ページをお開きください。 

 文化課の決算額は１億８,１０８万４,３２８円

でございます。 

 主要施策の成果では、文化財の調査保存、整備

及び活用におきましては、郷土芸能保存奨励事業

補助金を５６団体に交付したほか、埋蔵文化財発

掘調査では、個人住宅の調査のほか、天辰第二地

区土地区画整理事業に伴う試掘調査を実施いたし

ました。清色城跡の保存・整備につきましては、

散策道等の整備を行い、入来麓伝統的建造物群保

存地区の保存・整備におきましては、保存地区に

係る修理、修景事業を実施し、街なみ環境整備事

業におきまして、入来支所前の駐車場用地を取得

したところでございます。 

 その他文化財に関することでは、旧増田家住宅

等の指定管理による効果的な管理運営に努め、旧

増田家住宅におきましては、年間の来館者が

９,２４３人となり、ことし６月１３日に延べ５万

人を達成したところでございます。 

 芸術文化活動の推進におきましては、春の芸能

祭、薩摩国分寺秋の夕べ、トンボロ芸術村・ふれ

あい交流事業等を実施いたしました。 

 次の１６５ページになります。 

 文化施設の整備と運営の充実におきましては、

文化施設の効率的な管理運営に努め、各施設の保

守、改修工事を行ったほか、歴史資料館、各郷土

史館、まごころ文学館では、資料収集や保存、展

示、調査研究を行ったところでございます。また、

川内文化ホールにつきましては、長寿命化計画を

策定いたしました。 

 施設の利用状況については、下段の表に記載の

とおりでございます。 

 また、台風１２号による災害復旧事業といたし

まして、清色城跡の崩落地のり面整形工事のほか、

伐採等を施行したところでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○文化課長（永里博己）それでは、文化課の決

算状況につきまして、御説明申し上げます。 

 まず初めに、歳出の説明をいたします。 

 決算書の１９３ページをお開きください。 

 １０款教育費、５項社会教育費、２目文化振興

費につきまして、決算額、文化課分につきまして

は１億７,８８３万２,５２８円であります。 

 備考欄にて説明をいたします。 

 まず、事項、文化財保護事業費において、主な

ものは、文化財保護審議会委員報酬、藤川天神臥

龍梅及び久留須梅保護対策事業委託などの委託料

１９件、郷土芸能保存奨励補助金などの補助金
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２件などです。 

 次に、伝統的建造物群保存整備事業について、

主なものは伝統的建造物群保存地区保存審議会委

員報酬、街なみ環境整備事業によります用地購入

及び伝統的建造物群保存地区保存補助金などの補

助金２件などです。 

 次に、清色城跡保存整備事業において、主なも

のは、清色城跡に係る草刈・伐採業務委託料など

でございます。 

 次に、文化振興事業費において、主なものは、

第１８回薩摩国分寺秋の夕べ舞台演出・舞台製作

業務委託などの委託料８件などでございます。 

 次に、１９５ページから１９７ページにかけて、

文化ホール管理費において、主なものは、川内文

化ホール及び入来文化ホールの指定管理料などで

ございます。 

 次に、文化ホール施設設備整備費においては、

川内文化ホール長寿命化計画策定業務委託などの

委託料２件です。 

 次に、歴史資料館管理費において、主なものは、

樋脇郷土館の行政事務嘱託員３人の報酬、川内歴

史資料館・郷土館運営協議会委員報酬、川内歴史

資料館及び下甑郷土館の指定管理料、下甑郷土館

高木伐採業務委託などの委託料１０件、入来郷土

館空調機取替工事などの工事請負費２件などでご

ざいます。 

 次に、川内まごころ文学館管理費において、主

なものは、川内まごころ文学館運営協議会委員報

酬、川内まごころ文学館指定管理料などです。 

 次に、天辰寺前古墳管理費において、天辰寺前

古墳公園草刈・伐採業務委託などの委託料２件な

どです。 

 次に、２０７ページをお開きください。 

 １１款災害復旧費、４項その他公用・公共施設

災害復旧費、１目現年公用・公共施設災害復旧費

の 当 課 分 に つ き ま し て 、 決 算 額 ２ ２ ５ 万

１,８００円であります。これにつきましては、台

風１２号災害による清色城周辺の倒木、伐採業務

委託などの委託料２件と清色城跡崩落地のり面整

形工事です。 

 なお、以上説明しました歳出執行に当たって、

５０万円以上の予算流用で対応いたしました状況

について説明いたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用は

７ページから８ページにかけての７３番から

７５番までの３件であります。 

 ７３番は、川内文化ホール食堂の空調機故障に

伴い、買いかえる必要があるため、事項、文化

ホール施設設備整備費の委託料から文化ホール管

理費の１８節備品購入費に５４万円予算流用し、

予算執行したものであります。 

 ７４番は、入来文化ホールの空調設備の溶液循

環ポンプの故障に伴い、修繕する必要があるため、

事項、文化ホール施設設備整備費の委託料から文

化ホール管理費の１１節需用費細節修繕料に

６０万５,０００円予算流用し、予算執行したもの

であります。 

 ７５番は、川内歴史資料館収蔵庫の空調機の故

障に伴い、修繕する必要があったため、事項、文

化ホール施設設備整備費の委託料から、歴史資料

館等管理事業費の１１節需用費細節修繕料に

６６万円予算流用し、予算執行したものでありま

す。 

 以上が、５０万円以上の節間流用の対応状況で

ございます。 

 次に、歳入について説明申し上げます。 

 決算書の２３ページをお開きください。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、７目教

育使用料、４節社会教育使用料のうち、当課分に

つきまして、調定額、収入済み額とも１,０９３万

９,８５１円です。内訳は川内歴史資料館、川内ま

ごころ文学館の入館料、川内まごころ文学館、川

内文化ホール、入来文化ホールの使用料などでご

ざいます。 

 次に、３７ページをお開きください。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、８目教育

費補助金、４節社会教育費補助金は、調定額、収

入額とも８１６万６,０００円でございます。 

 内訳は、伝統的建造物群保存地区保存修理事業

補助金と社会資本整備総合交付金です。伝統的建

造物群保存地区保存修理事業補助金は、石垣修理

工事が補助対象経費の６５％の補助率でございま

す。また、社会資本整備総合交付金が補助対象経

費の５０％の補助率でございます。 

 次に、４７ページをお開きください。 

 １６款県支出金、２項県補助金、８目教育費補

助金、４節社会教育費補助金のうち、当課分につ

きましては、調定額、収入済み額とも３３９万

１,０００円です。 

 内訳は、伝統的建造物群保存地区保存修理事業
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補助金と特定離島ふるさとおこし推進事業です。

伝統的建造物群保存地区保存修理事業補助金は補

助対象経費の５.２５％の補助率で、特定離島ふる

さとおこし推進事業は、補助対象経費の７０％の

補助率でございます。 

 次に、５１ページをお開きください。 

 １６款県支出金、３項県委託金、７目教育費委

託金、５節社会教育費委託金は、調定額、収入済

み額とも４万４,０００円です。 

 内訳は、文化財保護法に関する事務の埋蔵文化

財の試掘調査に係る権限移譲事務委託金です。件

数割事務委託金となっております。 

 次に７５ページをお開きください。 

 ２１款諸収入、５項雑入、４目雑入、１節雑入

の当課分につきましては、調定額、収入済み額と

も７０万８,９１１円です。 

 内訳は、川内文化ホール光熱料、各郷土誌実費

販売収入などでございます。 

 以上が、当課分の歳入に関する主な内容です。 

 なお、収入のいずれにつきましても、不納欠損

及び収入未済はございません。 

 以上で、文化課の決算状況に関する説明を終わ

ります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（上野一誠）ちょっと教えてください。 

 清色城跡保存整備事業というのがあって、一応

国指定ということであるんですが、大方があそこ

の清色城はどのくらいか、７割か８割かわからん

けど、国がもう買い上げていると思うんです。い

ろいろ前はいろんな計画は聞いていたんだけれど

も、今後、国はあの清色城跡をどういうふうに扱

っていこうとするのか、買い上げたものは一つの

大事な史跡だから守ろうというのは１点あると思

うけど、発掘調査まで入れていくのか、今後の計

画性はどんなふうに理解しておけばいいですか。 

○文化財グループ長（上川雄之）お答えいたし

ます。 

 清色城跡につきましては、国の指定の史跡を平

成１６年９月３０日に受けておりますけれども、

先ほどありましたけれども、本市が土地を買い上

げております。推定面積といたしましては大体

２０ヘクタールございますけれども、そのうちの

１８ヘクタールほど購入をしております。あとは

土地の所有者の相続の関係とか、買い取れない部

分がございまして、そこはちょっと今後も購入が

難しいのではないかというふうに考えております。

今後の整備方針につきましては、今、年次的に作

業員を入れまして、遊歩道をつくっている状態で

ございまして、につきましては、また発掘調査は

まだしていないんでございますけれども、今後ま

た国の指導を受けながら、どういった保存をして

いったらいいか検討していきたいと考えていると

ころでございます。 

○委員（上野一誠）私はちょっと大きな勘違い

があったのか。僕は国が買い上げているというふ

うに理解していたものだから、市が買い上げてい

るの、間違いないの。そんなら市の財産として確

保しておくと。私はそれは勘違いしていました。

わかりました。できるだけ大事な施設なので、や

っぱり十分いろんな歴史をひもとく意味では大事

ですので理解しました。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、文化課の審査を終わります。 

────────────── 

△総務課の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、総務課の審査に入

ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○総務部長（田代健一）それでは、総務課の決

算状況の概要を御説明いたしますので、決算附属

書の主要施策の成果の５ページをお開きください。 

 まず、１の人事・給与等に関する事項ですが、

職員の採用、退職を含め、さまざまな行政課題に

対応するため、職員の配置調整、人事異動を行っ

ております。平成２８年度は東郷地域小中一貫校

の整備体制の強化を図るため、学校施設整備室を

設置、本土地域の簡易水道を水道事業に統合する

とともに、甑島地域の簡易水道事業を再編するた

めの体制を強化するなど、重要施策推進に対応し

た職員配置を行ったところであります。 

 次に、６ページをお開きいただきまして、中ほ

どの職員の研修に関することとしましては、職員

の資質や公務能率の向上を図るため、国、県や関

係機関へ職員を派遣するとともに、自治大学校研

修や職務別研修など、各種研修を行っております。
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昨年度は、企業が持つ知識、業務遂行の手法等を

実務研修を持って取得するため、日刊スポーツ新

聞西日本へ職員を新たに派遣いたしたところでご

ざいます。 

 ７ページをごらんいただきまして、職員の福利

厚生及び健康に関することでは、職員福利厚生で

は、職員の健康管理のための健康診断や人間ドッ

クを推奨するとともに、メンタルヘルスセルフケ

ア研修を開催、メンタル相談のほか、健康診断と

あわせまして、ストレスチェックを行うなど、心

身両面の健康保持、増進に努めてまいりました。 

 ８ページをごらんいただきまして、４の熊本地

震被災地への職員派遣に関することでは、昨年

４月に発生いたしました熊本地震の被災地支援と

して、地震発生直後の短期職員派遣として延べ

１１１名を、その後の復旧、復興のための中期派

遣職員として６名を派遣したところでございます。 

 以上が、総務課の概要でありますが、決算の概

要については課長から説明いたします。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について

当局の説明を求めます。 

○総務課長（平原一洋）まず、歳出について説

明させていただきますので、決算書の８１ページ

をお開きください。 

 ２款１項１目一般管理費のうち、総務課分は、

まず総務一般管理費で支出済み額は２４億

６,８８７万６,４００円でございます。 

 備考欄の説明をさせていただきます。 

 事項、祁答院支所管内の出張所業務嘱託員等

７名及び育児休業等の代替職員６名の報酬を初め、

特別職３人分及び職員１８３名分の給与費及び社

会保険料などの人件費、公務災害補償基金の負担

金、人事給与システムオンラインシステム保守

サービス委託ほか７件の委託料、鹿児島県市町村

振興協会自治研修センター負担金ほか１件の負担

金、資源エネルギー庁などへの人事交流に伴いま

す職員６人分の人件費相当分の負担金が主なもの

でございます。 

 次に、８３ページをお開きください。 

 中段でございますが、職員厚生事業費でござい

ます。 

 支出済み額は１,６２８万４,４３１円でござい

ます。主な支出としましては、産業医としてお願

いしております福山医院の福山先生、それから、

精神保健相談員としてお願いしているＫメンタル

の岩川先生の報酬を初め、職員定期健康診断委託

ほか２２件の委託料、職員厚生会負担金ほか２件

の負担金の支出が主なものでございます。 

 次に、飛びまして９５ページをお開きください。 

 ２款１項１０目恩給及び退職年金費について、

御説明させていただきます。 

 支出済み額は４７万３,２０７円でございまして、

旧町村職員に対する旧恩給組合への市町村負担金

となっております。 

 続きまして、飛んで１７７ページをお開きくだ

さい。 

 ９款１項６目災害対策費についてでございます。

総務課分は次ページ、１７９ページでございます。 

 熊本地震災害支援事業費のうち総務課分は、職

員の時間外勤務手当が主なものとなっております。 

 なお、総務課におきましては、５０万円以上の

節間の流用はございませんでした。 

 次に、歳入について御説明させていただきます。

決算書の６３ページをお開きください。 

 ２１款５項４目１節雑入でございます。総務課

分は６,１５１万４,５５３円で、公務災害補償負

担金や職員手当などの各種経費の返納金と県及び

地方自治情報センター等への職員研修派遣に伴い

ます派遣協定収入及び東日本大震災被災市町村派

遣協定収入、熊本地震甲佐町派遣協定収入などが

主なものとなっております。収入未済額はござい

ません。 

 以上で、総務課に係ります歳入歳出決算の説明

は終わらせていただきます。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（上野一誠）本会議でもいろいろ職員の

厚生等に質問しましたから、あえてもう言いませ

ん。要するに、職員には消防局でも言ったんです

けれど、できるだけ研修の機会を与えて、やっぱ

り今後若い人たちが伸びていくためにはいろんな

そういう研修部門も充実させながら、資質を上げ

ていただくということが大きなポイントになる。

ただ、そのことによって、職員採用した現場にお

いて、研修をする間、その間職場への影響とか、

何かそういうのはありますか。 

○総務課長（平原一洋）職員の研修については

御指摘のとおり、将来を担う職員等につきまして

は、やはりそういう資質の向上、それから、政策
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能力の向上とか、いろいろな面でやはり切磋琢磨

していただかなければならないというのは当然の

ことでございまして、それに向けて総務課も人材

育成基本方針の中でやはり研修のほうは進めてい

るところでございます。 

 研修に行っている間のその現場の対応について

は、ここは短期間とかでございますので、あえて

そこに対しての職員の補充というのはいたしては

おりませんけれども、やはり職員の自分たちもそ

のような研修も受けてきているはずですので、そ

ういうことは御理解いただきながらカバーしてい

ただけるものと思っております。 

○総務部長（田代健一）短期の研修、長いもの

で自治大学校で１カ月程度、通常は１日、２日程

度なものになりますけれども、それについては課

長のほうから説明があったとおりでございます。

このほかに長期の研修で国県、それから、被災地

等への派遣も行っておりますが、その職員につき

ましては、定数が厳しい中ではございますが、年

度当初の定数配置の中であらかじめ職員の長期派

遣研修分については行政改革推進課と調整を行っ

た上で派遣先のほうを決めているところでござい

ます。 

○委員（上野一誠）これは一応意見、要望でい

いんですけど、例えば国の関係、県の関係とか、

そこに行った職員は非常に力をつけて帰ってくる

というのもあったり、また連携も必要になる。そ

ういう職員の育成の計画もあるので、十分職員を

育てる環境というのを更に今後もやっていただき

たいということで、これは意見、要望として申し

上げておきます。 

○委員長（帯田裕達）意見、要望です。 

 ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、総務課の審査を終わります。 

────────────── 

△秘書室の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、秘書室の審査に入

ります。 

初めに、決算の概要について、部長の説明を求

めます。 

○総務部長（田代健一）それでは、秘書室の概

要を御説明いたします。 

 決算附属書の主要施策の成果のページは

１０ページからになります。 

 秘書室は、市長並びに両副市長の秘書及び渉外

業務を初めまして、式典、儀式、褒章及び交際に

関する事務、市政に関する国会及び各省庁との総

合的な連絡調整、市長会など各加入団体による国、

県等への陳情、要望活動等を主な業務としており

まして、１０ページから１３ページまでに各実績

等について記載しております。今後もこれまで以

上に市長、両副市長の効率的で的確な行動日程や

各種調整などに努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上が、秘書室の概要であります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について

当局の説明を求めます。 

○秘書室長（鬼塚雅之）平成２８年度の決算概

要について、説明いたします。 

 まず、歳出であります。 

 決算書の８３ページをお開きください。 

 ２款１項２目秘書広報費のうち、秘書室の決算

額は備考欄の秘書管理費１,０７９万１,０２６円

であります。 

 秘書管理費においては、行政事務嘱託員報酬

１人及び報酬に係る社会保険料のほか、市長賞や

叙勲、褒賞受賞記念祝賀会に係る記念品代、市長

会等の会議、各種行事、陳情・要望等に係る３役

及び随行者の旅費、会議、慶祝等に係る交際費、

市庁舎借上料、全国市長会分担金を初めとする加

入団体負担金及び会議等出席負担金が主な支出で

ございます。 

 歳入については、秘書室は該当はございません。 

 １節５０万円以上の不用額については、旅費が

該当しております。不用額は５７万９,４９０円で

あります。理由は、臨時的に発生する状況等の旅

費を市長、両副市長、随行者等、おおむね１回分

を留保したことによるものであります。 

 なお、年間を通してホテルパック利用による経

費削減に努めたところであります。 

 以上で秘書室に関する決算概要の説明を終わり

ます。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（上野一誠）市長の公務は非常に幅広く

て、いろいろ大変だと思うんだけど、私もちょこ

っと議長をしているときに、団体に呼ばれる会と
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いうのはかなりあって、いわば大方副市長とか、

それなりの代理が多くて、だから、団体からは非

常に市長が来ていないという部分がかなりあった

と思うんだけど、それに市長に僕は直接言ったこ

とがあるんだけど、やっぱり市民から見ると、で

きるだけ来てほしいというのがあるんだけど、そ

ういう一つの職務を遂行していくに当たっては、

大方いろいろなものがあるとはわかっての質問な

んだけど、そういう意味では各種団体等の出会に

ついて、現状をちょっと教えてください。 

○秘書室長（鬼塚雅之）市長の公務、それから、

両副市長の公務については、案内があったものに

ついてはできるだけ市長、もしくは、副市長で対

応するように努めているところであります。過去

の案内の出会の状況であったりとか、そういった

ものも参考にしながら、バランスを考え、できる

だけ最低でも何年かに一遍ぐらいは顔を出せるよ

うに、配慮はしているつもりではありますけれど

も、どうしても公務が重なったりとかして出席で

きない場合もあります。できるだけ今上野委員が

おっしゃったように、出席できるように秘書室と

しては考えております。 

○委員（上野一誠）一応公務は重なる部分はあ

るんだろうけど、やっぱり旧４町４村あって、そ

の間に仮に祁答院町に市長が年に何回行っただろ

うか、あるいは、市長が入来地域に何回行った、

東郷、樋脇何回行った、そういうスタンスを考え

たら、やっぱりここ川内部門が多いと思うわけ。

だから、そういうのを見ると、やっぱり前も言っ

たんだけど、副市長が農業団体として副市長を動

員したのであれば、副市長、あんた、畜産の品評

会ばかり行きよったって、なってこないよという

話をした。やっぱり現場にどう顔を出していくか。

そういうことが行政の一つの農林水産業、何にし

ても顔を出していくことこそがやっぱり親交に当

たって、そういう団体の皆さん方の理解を得られ

る行政となっているのではないか、そういう話も

したんだけど、だから、市長が忙しいのはわかっ

ているんだけど、できるだけ秘書室としては日程

調整の部分として、秘書室としてはそういう形を

組めるようにやっていったほうがいい。それは僕

は肌で感じているから。議長をやったときに、

８対２だろうか、副市長代理、そんなぐらいに感

じるので、それは団体は言うはずです。それはか

なりあるので、やっぱりそれはぜひ極力努力はし

てもらいたいということを申し上げたい。これは

一応意見、要望じゃなくていいですから、一応そ

ういう声があるということ。 

○秘書室長（鬼塚雅之）わかりました。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、秘書室の審査を終わります。 

────────────── 

△文書法制室の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、文書法制室審査に

入ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○総務部長（田代健一）それでは、文書法制室

の概要を御説明いたします。 

 決算附属書の主要施策は、１４ページからにな

ります。 

 文書法制室は文書の送達、浄書等に関すること、

議案、条例等の審査、調整、それから、固定資産

評価審査委員会に関すること及び情報公開、個人

情報保護等に関する事務を担当しております。 

 各業務に関する処理状況につきましては表のほ

うに記載してございます。 

 このほか、各課における行政問題に関しまして、

法律的な解釈、考え方等の指導業務のほうも行っ

ておるところでございます。 

 以上が文書法制室の概要であります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について、

当局の説明を求めます。 

○文書法制室長（川畑 央）文書法制室所管に

かかわります平成２８年度決算につきまして説明

をいたします。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 決算書の８３ページをお開きください。 

 ２款１項２目秘書広報費の支出済み額１億

４,７４９万１,７１０円のうち、文書法制室分は

９,５７２万７,０６６円であります。 

 続きまして、１枚めくって、８５ページをお開

きください。 

 備考欄の上から８行目、丸印の上から三つ目の

ところでございます。文書行政一般事務費の主な

内容になっております。８行目の郵便料は、文書

の発送にかかわるもので、本庁及び支所からの発

送分並びに本庁と支所間での使送分であります。
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電子複写機等賃借料はコピー機や印刷機等のＯＡ

機器の賃借料です。 

 続きまして、情報公開事務費でございます。 

 文書整理用ファイル・保存箱は、公文書管理用

の紙ファイルと段ボール製の保存箱を購入したも

のです。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、２７ページをお開きください。 

 １４款２項１目総務手数料ですが、備考欄６行

目、二つ目の米印が文書法制室所管分で、情報公

開開示請求手数料で、株式会社等が開示請求をす

る際におさめるべき、１件につき１,０００円の手

数料収入でございます。 

 続きまして、６３ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入の備考欄、真ん中より少し

下から１８行目ですが、米印でいうと下から三つ

目です、文書法制室所管分で、コピー代の実費収

入金でございますが、情報公開にかかわるものと、

情報公開請求によらない通常分の合計であります。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑はないと認めます。 

 以上で、文書法制室の審査を終わります。 

────────────── 

△財産活用推進課の審査 

○委員長（帯田裕達）次は、財産活用推進課の

審査に入ります。 

まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○総務部長（田代健一）財産活用推進課の概要

を御説明いたします。 

 決算附属書の主要施策の成果説明書は２０ペー

ジからになります。 

 財産活用推進課は、薩摩川内市民まちづくり公

社に関する事務を含め、公有財産の事務統括、庁

舎、公用車の維持管理などのほか、指定管理者制

度の総合調整も行っております。 

 まず、１の薩摩川内市民まちづくり公社につき

ましては、昨年同様、川内文化ホールを初め、

１３９の施設管理を行うとともに、生涯学習の推

進と福祉の向上に寄与する事業を実施してまいり

ました。 

 ２の財産管理費では、平佐町宅地１,３６４万円

のほか、宮里町宅地を初め、普通財産の土地

３１筆、１９件、４,６００万円を売却いたしまし

た。分譲団地につきましては、田代ニュータウン

３区画、大村団地１区画を売却しております。 

 公有財産の適正な管理につきましては、公有財

産利活用基本方針に基づき、処分財産とした

１６５施設の処分を所管課とともに取り組んでお

ります。また、公共施設マネジメントの取り組み

として、公共施設再配置計画及び公共施設等総合

管理計画を策定したところでございます。 

 ３の庁舎管理費では、庁舎の維持管理のための

修繕、工事や保守管理等の委託を行っております。

庁舎の耐震化については、祁答院支所庁舎耐震改

修工事を実施いたしました。参考までに本年度は

東郷支所、里支所庁舎の耐震改修工事を行ってお

ります。 

 ４の現年公用・公共施設災害復旧事業費では、

地震被害による本庁舎のエキスパンションジョイ

ント等の修繕工事を実施いたしました。 

 以上が、財産活用推進課の概要であります。 

○委員長（帯田裕達）次に、決算内容について

当局の説明を求めます。 

○財産活用推進課長（橋口 堅）決算書につい

て御説明をいたします。 

 まず、歳出について御説明いたします。 

 決算書の８３ページをお開きください。ページ

下側のほうでございます。 

 ２款１項１目一般管理費のうち、財産活用推進

課分は、市民まちづくり公社費運営補助金２億

４ , ５ ２３ 万９ , ６３ ８円 で す。 不用 額 が

１,２５０万３,３６２円ですが、清算に伴います

不用額でございます。 

 次に、８７ページをお願いいたします。 

 ２款１項５目財産管理費のうち、財産活用推進

課分は支出済み額６億９,７１０万５,９４０円で

す。 

 主な支出内容ですが、財産一般管理費の財産活

用推進課分は、行政事務嘱託員及び建築士業務嘱

託員の報酬と公共施設再配置計画策定業務委託ほ

か５８件の委託料、旧市比野中学校体育館解体工

事ほか１１件の工事請負費、市有施設保全基金積

立金等が主なものでございます。 

 ３行飛びまして、車両管理費につきましては、

車両管理業務嘱託員及び運転業務嘱託員の報酬等、
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公用車１０台ほか３件の備品購入費、薩摩川内地

区安全運転管理協議会年会費ほか６件の負担金が

主なものでございます。 

 続きまして、９５ページをお願いいたします。

ページ下側の部分でございます。 

 ２款１項１１目庁舎管理費は、支出済み額２億

５,６９０万４,３８８円です。 

 主な支出内容ですが、機械室補助業務嘱託員の

報酬等、本庁・支所庁舎宿日直警備及び駐車場整

理業務委託ほか４１件の委託料、備考欄は次の

ページになりますが、本庁舎非常灯取りかえ工事

ほか２７件の工事、事務机１０台ほか８件の備品

購入、薩摩川内市防火管理協会会費ほか６件の負

担金が主なものでございます。 

 次に、２０７ページをお開きください。ページ

の中ほどでございます。 

 １１款４項１目現年公用・公共施設災害復旧費

ですが、財産活用推進課分は支出済み額１２０万

９,６００円です。昨年の熊本地震により損壊しま

した本庁舎エキスパンションジョイントの内側部

分の修繕工事費でございます。不用額については、

一般賃金、修繕料、それから、使用料及び賃借料

につきましては、工事請負費で対応したために執

行しませんでした。 

 なお、以上説明をいたしました歳出執行に当た

り、５０万円以上の予算流用で対応しました状況

について説明をいたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

の１ページをお願いいたします。 

 財産活用推進課分は、１番から４番までの４件

でございます。 

 まず１番は、市長室の天井等の老朽化によるふ

ぐあいを修繕するため、事項、庁舎管理費の

１３節委託料から同事項１５節工事請負費に

１２８万６,０００円予算流用し、予算執行いたし

ました。市長室は内外のお客様をお迎えする部屋

でもありますが、雨漏りによる天井、壁、絨毯に

しみが広がり、天井、照明器具のカバーが外れ落

下するおそれがございました。 

 ２番は、本庁会議室備品に破損等が多いことか

ら新調し、また、エンジェルワゴン導入の市民要

望に対応するため、事項、庁舎管理費の１３節委

託料から同事項１８節備品購入費に２４７万

２,０００円を予算流用いたしました。 

 なお、本庁会議室備品につきましては、６階の

会議室用の長机と椅子が破損により大幅に不足を

しており、早急に対応しなければ会議に支障を来

すために、椅子１００脚、机３０台を購入する予

定でございましたが、その後、組織再編によりま

して、６０２会議室が執務室となり、そこの机や

椅子が使用できたことと、総合防災センターの会

議室の有効活用が図られることになったことから、

結果として購入をせずに執行残となっております。 

 ３番は、市長室の壁等工事にあわせ、老朽化し

た備品を新調する必要があるために、庁舎管理費

の１３節委託料から同事項１８節備品購入費に

２９１万円予算流用し、予算執行いたしました。

庁舎建設以来約４０年間、歴代の市長が使用して

おりました市長の机や書棚等につきまして、老朽

化により机の天板や引き出しが壊れており、書棚

も今のＡ４サイズのものではなく、Ｂ版仕様で使

い勝手が悪く、秘書から書棚を持ち込んでいた状

況でございました。 

 ４番は、本庁、各支所庁舎の建物、設備につき

まして、老朽化に伴い、予期せぬ突発的なふぐあ

いが多発し、早急に改善する必要があるため、事

項、庁舎管理費の１３節委託料から、同事項、

１１節需用費修繕料に６４４万６,０００円流用し

執行いたしました。内容としましては、トイレの

ドア、自動ドア、窓ガラス、空調、電気設備、浄

化槽等の修繕工事などでございます。 

 以上が、５０万円以上の節間流用の対応状況で

ございます。 

 続きまして、歳入について御説明をいたします。 

 決算書の１５ページをお願いいたします。ペー

ジの下側の部分でございます。 

 １４款１項１目総務使用料のうち、財産活用推

進課分は、行政財産使用料１１２万２,１９０円で、

土地改良区事務所等に対する行政財産使用料でご

ざいます。 

 次に、２７ページをお願いいたします。ページ

の上側でございます。 

 １４款２項１目総務手数料のうち、財産活用推

進課分は、諸証明手数料１,５５０円で、保管場所

使用承諾証明書発行に伴う手数料でございます。 

 次に、３１ページをお開きください。ページの

一番下でございます。 

 １５款２項１目総務費補助金のうち、財産活用

推進課分は、備考欄は次のページになりますが、

住宅・建築物安全ストック形成事業補助金
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２,１３９万１,０００円で、祁答院支所庁舎耐震

改修工事に対する補助金で、補助率は１００分の

３３以内でございます。 

 ５１ページをお願いいたします。ページの下側

のほうでございます。 

 １７款１項１目財産貸付収入のうち、財産活用

推進課分は、貸家料（自動販売機設置分）から貸

地料までの４項目で、株式会社イワモト等への貸

家料、ポリテクカレッジ川内等への土地の貸付料

が主なものでございます。 

 不納欠損額はございませんが、収入未済額が

２ ９ 万 １ ７ ０ 円 で す 。 そ の う ち 、 ２ ６ 万

１,１２０円は、旧野下小の教職員住宅を東京のス

ポーツウエア製造会社に貸し付けておりましたが、

業績不振により連絡がとれない状況となり、滞納

と な っ た も の で ご ざ い ま す 。 残 り の ２ 万

９,０５０円は、樋脇町向湯団地によります集落移

転事業の貸地料が収入未済となっているものです。 

 ５３ページをお開きください。ページの一番下

でございます。 

 １７款１項２目利子及び配当金のうち、財産活

用推進課分は、株式配当金収入５０万７,２１５円

で、南日本放送の株式配当金等が主なものです。 

 次のページになりますが、市有施設保全基金利

子収入１７６万４０８円です。 

 同じく５５ページでございます。ページ下側で

す。 

 １７款２項１目不動産売払収入は５,８９６万

９,０２３円で、普通財産１９件及び分譲地４区画

の土地売却収入でございます。 

 １７款２項２目物品売払収入のうち、財産活用

推進課分は、備考欄は次のページになりますが、

物品売払収入１,５８４万１,８００円ですが、船

舶２隻の売却収入及び廃棄となった公用車１０台

分の売払収入でございます。 

 次に、５９ページをお開きください。ページ中

ほどでございます。 

 １９款１項６０目市有施設保全基金繰入金とし

て５億３,４１２万円を繰り入れ、川内クリーンセ

ンター管理費等へ充当いたしました。 

 ６３ページをお開きください。ページの下側で

ございます。 

 ２１款５項４目雑入でありますが、財産活用推

進課分は、庁舎案内板広告掲載収入から６５ペー

ジの一番上、自動車損害災害共済金までの１２項

目です。 

 ７７ページをお開きください。ページの中ほど

でございます。 

 ２１款５項５目違約金及び延滞利息であります

が、財産活用推進課分としましては、収入未済

３０９万円があります。これは、大村高校跡地売

買契約解除に伴う違約金でございます。 

 ３７３ページをお開きください。財産に関する

調書でございます。 

 まず、公有財産の土地及び建物についてです。 

 一番下の行の総計欄をごらんください。 

 土地につきましては、決算年度末現在高

９,５９８万６,４０２平米、建物につきましては、

同じ行の右のほうの欄でありますが、決算年度末

現在高６３万７,５９７.４平米でございます。 

 次の３７４ページは山林、動産及び物産につい

ての決算年度末現在高の状況でございます。 

 次に３７５ページにつきましては、有価証券の

決算年度末現在高の状況です。財産活用推進課分

は３件で、１行目の株式会社みずほフィナンシャ

ルグループ５８万３,０００円、株式会社南日本放

送３３８万５,０００円、２行飛びまして、株式会

社南日本銀行１３万５,６５０円です。 

 ３７６ページは、出資による権利関係の決算年

度末現在高の状況です。財産活用推進課分は下か

ら５番目、薩摩川内市民まちづくり公社出捐金

５,０００万円であり、決算年度中の増減はござい

ません。 

 次の３７７ページにつきましては、無体財産権

の決算年度末現在高の状況でございます。 

 ３７８ページは重要物品についての現在高調べ

でございます。 

 ３７９ページにつきましては、債権についての

決算年度末現在高の状況でございます。 

 ３８０ページは特定基金の状況です。財産活用

推進課分としましては、上から３番目、市有施設

保全基金が年度中に３,９５０万７,０００円増加

しまして、決算年度末現在高は２８億３,９８９万

６,０００円となっております。 

 ３８１ページは運用基金についてです。基金全

体としましては、年度中に７億８ ,０９８万

８,２８３円増加し、決算年度末現在高は２２５億

３０１万１,９９４円となっております。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（帯田裕達）ただいま当局の説明があ
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りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（上野一誠）節間流用を教育委員会で申

し上げたんですけれども、１から４、財活の所管

する分、ここらは急に必要性がある部分、どうし

ても必要な部分、そういう節間流用というのは当

然だと思うんですが、こういうのは全部当初予算

でもきちっと位置づけられる背景じゃないかとい

うふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○財産活用推進課長（橋口 堅）大変財政状況

が厳しい中、できる限り当初予算、補正予算で予

算確保をするよう努力はしているんですけれども、

なかなか例えば修繕料につきましては、本庁、支

所庁舎がかなり老朽化をしております。本庁の場

合は築４０年、支所の場合はほとんどが築年数が

５０年を超えておりまして、毎日のようにいろん

な施設のふぐあいがございます。ほとんどの場合

は職員、嘱託員が対応しておりますが、どうして

も職員で対応できない部分がございまして、その

場合、補正でちょっと間に合わない部分等もござ

いまして、流用ということになってしまうところ

でございますが、今後はできる限り当初予算、補

正予算で確保する努力をし、また、流用すること

になっても、できる限り財政課、それから、上司

とよく相談の上、適切な対応をとっていきたいと

考えております。 

○委員（上野一誠）全体的にこの節間流用はい

えるんですけど、どこも同じスタンスだなと思う

んですけど、だから議会側から見ると、お金が余

ったらそれなりに補正で処理をして、そして、改

めて提案するというのが議会軽視に当たらない、

あるいは、それがルールなんじゃないかというの

が私はいえると思うんです。ですから、そういう

ことは今後、しっかりとやってもらいたいという

部分があって、矢野監査委員が来ているので、監

査の立場から、やっぱりこういう流用のあり方、

認めているんだということだけじゃなくて、監査

委員として何かこういう流用のあり方について、

どういうふうにお思いですか。 

○監査委員（矢野信之）ただいま節間流用の件

について監査委員としてどういうふうに思うのか

ということでございました。監査につきましては、

監査自体が予算流用後に執行された財務書類やそ

のほかについて行う形でございます。予算流用は

予算措置の一つでございまして、監査委員が予算

流用の適否について判断するものではないと考え

ているところでございます。 

○委員（上野一誠）全てを監査されるわけです

ので、何に使ったどうこうということを聞いてい

るんじゃないだけど、こういう取り扱い上はやっ

ぱり当然監査としても御意見は持たれるべきだと

いうふうに思うけど、それは自分たちが監査とし

て口を出せない部分だと、そういうお考えであれ

ば、もうそれ以上のことは言えないんだけど、や

っぱり運用上、いろんなことを御指摘されていま

す。ですから、そういう意味では、監査で当然そ

れに御意見があるのかなと思って聞いておりまし

たけど、今の意見でわかりました。 

 使ったことにどうこうというんじゃないけれど

も、それは当然必要性があるからなんだけど、こ

れは財務も含めて、やっぱり今後、そういうこと

は総務部を軸にやっていかれないと、非常に議会

から見ると、当初予算とは何ぞや、当初予算の意

義がありません。我々はどういう形でこれを認め

て、本当にどこに使われていくのかと。議会から

見ると、余ったらもう適当にやりくりをされてい

かれるということは節の部分というのは見えてこ

ないんです。そうすると、議会という立場が最終

的に決定するに当たっては、やっぱり当初予算を

正直この形で、目的を持って執行されていかれる

であろうという思いがありますから、実際でも使

われ方が全然違う部分に使われたりしているので、

やっぱり透明性を欠く意味では今後そういうこと

は十分研究をされて、より議会と当局の信頼性が

得られるように、これはここだけじゃない、全課

で部長を軸にやってください。これはもう最後に

言おうと思ったけど、意見、要望にもなるけど。 

○総務部長（田代健一）ただいま監査委員の御

意見もいただきましたけれども、今回の決算審査

における監査委員からの御質疑の中で、財産活用

推進課所管の予算に係る決算につきまして、今回

表で出しました流用に関連しまして二つほど御意

見のほうをいただいたところでございます。 

 一つは、先ほど課長のほうから説明いたしまし

たけれども、流用を行って備品購入をしようとし

たものについて、結果、購入の必要がなくなった

というか、購入できなかったということで、多額

の執行残が他の入札残も含めて出てしまったとい

う点が１点です。これは、財務の実務提要等にも

載っておりますとおり、流用については最低限の
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額ですべきであるということで、そこの流用の執

行の見通しについて若干甘かった点があったとい

うことで、財政当局のほうも反省いたしていると

ころでございます。 

 それから、もう一点につきましては、備品購入

費にも含みます市長室の改修工事につきまして、

老朽化の認識はあったものの、結果といたしまし

てぎりぎりまで対応せず、流用せざるを得なかっ

たということでございます。今後はこのようなこ

とがないよう、できるだけ適時に予算措置するよ

うに心がけるとともに、やむを得ず流用をしなけ

ればならない場合につきましても、必要性、それ

から、その額について精査をした上で厳密な執行

をしていきたいというふうに考えております。 

○委員長（帯田裕達）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、財産活用推進課の審査を終わります。 

 ここで、本案の審査を一時中止します。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（帯田裕達）本日の委員会はこれで延

会したいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（帯田裕達）御異議なしと認めます。 

 よって、本日の委員会はこれで延会いたします。 

次の委員会は、２５日午前１０時から第２委員

会室で開会いたします。 
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